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こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
日
台
関
係
は
更
に

深
ま
っ
た
と
言
え
る
。
東
日
本
大
震
災
に
寄
せ

ら
れ
た
台
湾
か
ら
の
義
捐
金
（
世
界
中
で
ダ
ン

ト
ツ
に
多
額
の
二
百
億
円
超
）
は
日
本
で
も
大

き
く
報
じ
ら
れ
、
大
多
数
の
日
本
人
が
親
日
的

な
台
湾
の
存
在
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
昨
年
九
月
十
一
日
尖
閣
国
有
化
の
後
、

台
湾
か
ら
も
抗
議
の
漁
船
団
が
繰
り
出
し
、
日

本
の
巡
視
船
に
よ
る
放
水
に
発
展
す
る
な
ど
の

も
め
ご
と
が
発
生
し
、「
親
日
と
思
っ
て
い
た
台

湾
も
中
国
と
同
じ
か
？
」
と
の
質
問
を
何
度
か

受
け
た
。
以
下
の
よ
う
な
背
景
を
も
と
に
、
良

く
説
明
す
る
と
こ
の
誤
解
は
す
ぐ
解
け
た
。 

今
年
四
月
一
〇
日
に「
日
台
漁
業
取
り
決
め
」

が
締
結
さ
れ
た
。
こ
れ
は
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域

の
漁
業
権
を
め
ぐ
る
取
り
決
め
で
あ
り
、
日
本

の
排
他
的
経
済
水
域
の
一
部
で
台
湾
漁
船
の
操

業
を
認
め
て
い
る
。
本
件
は
交
流
協
会
（
日
本

側
）
と
亜
東
関
係
協
会
（
台
湾
側
）
の
間
で
締

結
さ
れ
た
民
間
取
り
決
め
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
体
と
し
て
は
日
台
政
府
間
協
定
と
言
え
る
。

漁
業
協
定
は
台
湾
が
久
し
く
望
ん
で
い
た
も
の

で
、
一
九
九
六
年
に
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。
以

後
十
六
回
の
協
議
が
な
さ
れ
た
が
進
展
せ
ず
、

今
回
十
七
回
目
で
や
っ
と
合
意
・
調
印
に
至
っ

た
。
今
回
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
問
題
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
馬
英
九
現
総
統
は
尖

閣
の
領
有
権
を
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
李
登
輝

元
総
統
は
予
て
よ
り
「
尖
閣
諸
島
は
日
本
に
属

す
る
、
但
し
台
湾
の
漁
業
権
問
題
は
残
っ
て
い

る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
が
一
番
固
執

し
て
い
た
の
は
漁
業
権
の
問
題
で
あ
り
、
こ
れ

に
て
日
台
間
の
最
大
の
懸
案
が
解
決
で
き
た
と

い
え
る
。
尖
閣
問
題
で
中
台
の
共
闘
を
呼
び
掛

け
て
き
た
中
国
は
さ
っ
そ
く
重
大
な
懸
念
を
表

明
し
て
い
る
。
尖
閣
問
題
に
お
け
る
中
台
の
共

闘
を
防
ぎ
、
寧
ろ
日
台
の
関
係
を
緊
密
化
し
た

点
で
今
回
の
日
台
漁
業
協
定
の
持
つ
意
味
は
大

き
い
。 

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
一
周
年
追
悼
式
に
お

い
て
、
駐
日
経
済
文
化
代
表
處
羅
副
代
表
（
副

大
使
相
当
）
が
出
席
さ
れ
た
が
、
民
間
席
に
通

さ
れ
指
名
献
花
も
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
件
は

当
時
の
野
田
首
相
も
国
会
答
弁
で
そ
の
非
礼
を

詫
び
ら
れ
た
。
今
年
三
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た

二
周
年
追
悼
式
典
に
は
沈
代
表
（
駐
日
大
使
相

当
）
が
出
席
さ
れ
、
外
交
官
席
に
通
さ
れ
、
指

名
献
花
も
手
配
さ
れ
て
い
た
。中
国
か
ら
は「
台

湾
を
外
交
使
節
団
や
国
際
機
関
と
同
列
に
扱
う

こ
と
に
反
対
す
る
」、「
日
中
共
同
声
明
の
原
則

と
精
神
に
背
く
も
の
だ
」と
の
抗
議
が
な
さ
れ
、

中
国
側
は
式
典
欠
席
と
な
っ
た
。
大
き
な
犠
牲

を
出
し
た
大
震
災
の
追
悼
式
で
あ
り
、
そ
れ
を

物
心
両
面
で
最
も
支
え
て
く
れ
た
台
湾
に
礼
を

尽
く
し
て
処
遇
す
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で

あ
り
、
日
本
政
府
の
対
応
を
評
価
し
た
い
。 

以
上
ち
ょ
っ
と
硬
く
な
り
す
ぎ
た
か
ら
、
鉄

道
旅
行
の
楽
し
い
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
阿
里
山

森
林
鉄
道
に
乗
ら
れ
た
経
験
の
持
ち
主
は
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
あ
の
阿
里
山
森
林
鉄
道
と
黒

部
峡
谷
鉄
道
が
四
月
二
〇
日
に
姉
妹
提
携
を
締

結
し
ま
し
た
。
立
山
・
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

の
雪
の
大
谷
を
訪
問
す
る
外
国
客
の
七
〇
％
が

台
湾
人
の
由
。
か
か
る
連
携
に
よ
り
更
に
日
台

の
往
来
が
増
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
日

台
間
の
往
来
は
こ
の
十
年
ほ
ど
二
百
万
～
二
百

五
十
万
人
の
間
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨

年
二
〇
一
二
年
に
は
遂
に
三
百
万
を
達
成
。
ま

さ
に
こ
の
よ
う
な
双
方
の
友
好
意
識
の
高
ま
り

に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。 

も
う
一
つ
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
日
台
戦
は
手
に
汗
握

る
名
勝
負
で
し
た
。
小
生
は
国
際
社
会
に
出
る

機
会
の
少
な
い
台
湾
が
日
本
に
勝
っ
て
決
勝
戦

に
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。
結
果
は
日
本

が
勝
ち
ま
し
た
が
、
負
け
た
後
の
台
湾
チ
ー
ム

が
ピ
ッ
チ
ャ
ー
マ
ウ
ン
ド
で
円
陣
を
組
み
、
全

観
客
席
に
お
礼
の
お
辞
儀
を
し
て
い
る
姿
は
感

動
的
で
し
た
。
観
客
席
に
は
台
湾
人
が
「
日
本

頑
張
れ
」
の
旗
を
持
っ
て
お
り
、
一
方
で
は
日

本
人
が
「
台
湾
あ
り
が
と
う
」
の
カ
ー
ド
を
掲

げ
て
い
る
光
景
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
ジ
ー

ン
と
き
て
、
涙
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
し
た
。 

☟ 

以
下
８
頁
に
続
く 

 

関
係
改
善
進
む
日
台
関
係 

台
湾
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を 

会
長 

岩
永 

康
久
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平
成
二
十
四
年
六
月
九
日
（
土
）
大
隈
タ
ワ

ー
に
て
日
台
稲
門
会
第
十
六
期
定
期
総
会
・
記

念
講
演
・
日
台
交
流
の
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
か
ら
東
京
は
梅
雨
入
り
と
な

り
、
か
な
り
激
し
い
風
雨
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
沢
山
の
皆
様
に
ご
参
集
頂
き
無
事
終
了

し
ま
し
た
。 

 

一
．
第
十
六
期
定
期
総
会 

十
五
時
よ
り
大
隈
タ
ワ
ー
地
下
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
会
員
二
十
六
名
参
加
の
も
と
行
わ
れ
、

議
長
は
会
則
に
よ
り
岩
永
会
長
が
務
め
ま
し
た
。 

二
〇
一
一
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
二

〇
一
二
年
度
活
動
方
針
案
、
二
〇
一
二
年
予
算

案
、
監
査
報
告
を
行
い
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
新
役
員
・
監
査
役
の
紹
介
、
会
則

の
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
会
則
変
更
の
要

点
と
し
て
は
、
幹
事
長
・
会
計
担
当
幹
事
の
明

文
化
、
監
査
役
の
定
義
、
幹
事
会
の
規
定
と
再

定
義
、
幹
事
・
監
査
役
の
任
期
の
四
点
で
す
。 

最
後
は
、
来
賓
と
し
て
列
席
さ
れ
た
、
早
稲

田
大
学
国
際
部
事
務
部
長
の
足
立
心
一
氏
よ
り

最
近
の
大
学
状
況
に
関
し
ご
説
明
が
あ
り
十
六

時
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

二
．
記
念
講
演
会 

十
六
時
よ
り
同
じ
地
下
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処 

羅 

坤
燦
副
代

表
に
よ
る
「
台
湾
と
日
本
の
絆
」
と
題
し
て
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
に
は
会
員
・

会
友
二
十
九
名
、
校
友
八
、
一
般
一
〇
、
学
生

四
十
一
、
計
八
十
八
名
参
加
で
広
い
ホ
ー
ル
が

満
員
と
な
り
ま
し
た
。 

講
演
の
内
容
と
し
て
は
、
台
湾
と
の
国
交
断

絶
し
た
一
九
七
二
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
三

期
に
分
け
て
、
経
済
・
文
化
・
交
通
等
で
関
係

が
改
善
し
て
き
て
今
は
最
も
良
好
な
両
国
の
関

係
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
一
九
九

九
年
の
台
湾
大
震
災
発
生
時
に
お
け
る
日
本
の

迅
速
な
支
援
と
そ
れ
を
忘
れ
な
い
台
湾
の
二
〇

一
一
年
三
・
一
一
東
北
大
震
災
へ
の
支
援
が
両

国
の
信
頼
関
係
を
築
き
こ
れ
が
、
経
済
・
文
化
・

交
通
等
多
岐
に
わ
た
り
大
幅
な
改
善
の
原
動
力

に
な
り
、
今
回
、
日
本
政
府
も
台
湾
か
ら
四
名

の
叙
勲
者
を
出
す
に
い
た
り
ま
し
た
。
羅
副
代

表
の
長
年
の
日
本
生
活
を
通
し
て
豊
富
な
経
験

に
基
づ
く
約
一
時
間
の
講
演
の
後
、
質
疑
応
答

を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。（
九
頁
に
要
旨
掲
載
） 

 

三
．
日
台
交
流
の
集
い 

十
八
時
よ
り
場
所
を
同
じ
大
隈
タ
ワ
ー
西
北

の
風
に
移
し
、交
流
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
会
員
・
会
友
三
十
三
名
、
校
友
十

一
名
、
一
般
一
名
、
学
生
五
〇
名
、
計
九
十
五

名
。 先

ず
来
賓
挨
拶
は
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表

処
・
羅
坤
燦
副
代
表
、
交
流
協
会
・
小
松
道
彦

総
務
部
長
、
早
稲
田
大
学
台
湾
校
友
会
・
陳
光

敏
会
長
が
行
い
、
続
い
て
乾
杯
は
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
処
・
李
世
昌
文
化
部
長
が
さ
れ
、

交
流
の
集
い
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

一
息
お
い
て
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
と
し
て
早

稲
田
大
学
国
際
部
・
足
立
心
一
事
務
部
長
、
台

北
稲
門
会
・
山
田
敦
会
長
の
挨
拶
。
新
入
会
員

紹
介
、
早
稲
田
台
湾
留
学
生
会
が
三
十
二
名
参

加
、
同
じ
く
岩
永
ゼ
ミ
か
ら
十
五
名
参
加
し
て

お
り
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

九
十
五
名
の
参
加
者
で
内
五
〇
名
の
学
生
と

か
つ
て
な
い
試
み
で
し
た
が
、
学
生
達
は
社
会

人
と
の
交
流
を
余
り
持
っ
た
こ
と
が
な
く
、
極

め
て
新
鮮
な
機
会
で
あ
っ
た
ら
し
く
沢
山
の
話

の
輪
が
出
来
校
歌
を
歌
い
散
会
宣
言
を
し
た
に

も
関
わ
ら
ず
い
つ
ま
で
も
帰
ら
な
い
状
況
が
続

き
ま
し
た
。 

後
日
、
台
湾
の
留
学
生
か
ら
本
当
に
有
意
義

な
楽
し
い
集
ま
り
で
あ
っ
た
と
の
メ
ー
ル
を
頂

き
こ
れ
に
留
ま
ら
ず
、
継
続
し
て
い
く
必
要
性

を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
、
日
台
交
流
の
集

い
で
し
た
。（
高
橋 

徹
記
） 

☟ 

総
会
風
景
は
１
６
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

                 

                                   

真摯な面持ちで講演に臨む羅副代表 

日
台
稲
門
会
第
十
六
期
定
期
総
会 
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日
台
稲
門
会
の
岩
永
会
長
並
び
に
ご
出
席
の

皆
様
、
本
日
の
記
念
講
演
会
に
講
師
と
し
て
お

招
き
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
光
栄
で
ご
ざ
い

ま
す
。
時
間
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
二
〇

〇
七
年
一
月
に
私
が
副
代
表
に
着
任
し
て
か
ら
、

も
う
五
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
日
頃
公
私
と

も
、貴
会
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
本
来
な

ら
ば
、
当
代
表
処
の
沈
斯
淳
代
表
が
皆
様
に
ご

挨
拶
、
そ
し
て
講
演
を
さ
せ
て
頂
く
べ
き
か
と

思
い
ま
す
が
、
着
任
間
も
な
い
為
、
私
が
ピ
ン

チ
ヒ
ッ
タ
ー
を
さ
せ
て
頂
く
次
第
で
す
。 

二
〇
〇
八
年
、
馬
英
九
総
統
が
着
任
し
、
台

日
両
国
は
特
別
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
で
あ
る
と

宣
言
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
の
二
〇
〇
九

年
を
経
済
、
文
化
、
観
光
、
青
少
年
、
地
方
な

ど
の
交
流
を
強
化
す
る
台
日
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
促
進
年
と
定
め
、
様
々
な
交
流
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
台
日
双
方
が
四
年
間
努
力
を

続
け
た
結
果
、
断
交
後
四
〇
年
で
最
も
良
好
な

台
日
関
係
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
台
日
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
い

て
、
日
米
と
自
由
、
民
主
主
義
、
人
権
な
ど
の

価
値
観
を
共
有
し
、
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
と
繁

栄
を
続
け
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
か
ら
も
引
き
続
き
、
応
援
・
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
日

頃
か
ら
日
台
の
交
流
に
協
力
し
て
頂
い
て
大
変

感
謝
し
て
お
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。 

私
は
元
来
、
米
国
留
学
を
志
し
て
い
ま
し
た

が
、
父
親
が
日
本
で
あ
れ
ば
安
心
と
勧
め
た
の

で
、
台
湾
で
日
本
語
の
勉
強
を
し
た
後
に
日
本

へ
留
学
し
、
明
治
大
学
大
学
院
の
正
規
研
究
生

と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
三
年
一
月
十
三
日

に
羽
田
空
港
に
降
り
立
ち
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら

く
練
馬
の
知
り
合
い
の
家
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
到
着
の
翌
朝
、
外
を
見
る
と
辺
り
は
一

面
の
銀
世
界
で
、
初
め
て
見
る
雪
に
は
本
当
に

感
動
し
ま
し
た
。
来
日
ま
も
な
い
頃
、
日
本
語

が
下
手
な
私
に
対
し
て
も
日
本
の
人
々
は
親
切

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
銀
座
で
道
に
迷
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
、
お
店
の
店
員
さ
ん
に
道
を
訪
ね

た
と
こ
ろ
、
自
分
の
仕
事
を
放
っ
て
二
〇
〇
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
先
の
と
こ
ろ
ま
で
道
案
内
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
店
員
さ
ん
の
親
切
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
い
ま
個
人
的

な
経
験
を
お
話
し
ま
し
た
が
、
私
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
台
日

関
係
は
、
政
府
だ
け
で
な
く
、
個
人
レ
ベ
ル
で

も
非
常
に
緊
密
な
の
で
す
。
私
は
日
本
と
ご
縁

が
あ
っ
て
、
台
湾
で
外
交
部
に
入
っ
て
外
交
官

に
な
っ
て
か
ら
は
、
台
湾
と
日
本
を
行
き
来
す

る
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。 

蒋
介
石
政
権
の
時
代
、
当
時
の
日
本
の
田
中

角
栄
首
相
は
一
九
七
二
年
に
中
華
人
民
共
和
国

と
外
交
関
係
を
樹
立
し
、
日
本
と
台
湾
は
断
交

し
ま
し
た
。
日
中
国
交
正
常
化
に
伴
っ
て
、
日

本
と
台
湾
は
正
式
国
交
こ
そ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
経
済
や
文
化
面
で
の
実
質
外
交
に
重
点
を

置
き
、
台
湾
側
は
亜
東
関
係
協
会
、
日
本
側
は

交
流
協
会
と
い
う
民
間
機
構
を
設
立
し
て
そ
れ

ぞ
れ
政
府
の
窓
口
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

李
登
輝
元
総
統
の
時
代
に
は
、
台
湾
と
日
本

の
交
流
が
更
に
活
発
に
な
り
、
ま
た
司
馬
遼
太

郎
の
「
台
湾
紀
行
」
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
一

九
九
〇
年
九
月
の
台
湾
中
部
大
震
災
（
九
二
一

震
災
）
で
は
、
翌
日
十
一
時
に
は
当
時
の
小
渕

首
相
が
応
援
の
意
志
表
示
を
行
い
、
四
時
間
後

に
は
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
派
遣
、
迅
速
な
対
応
に

台
湾
の
人
々
は
心
か
ら
感
謝
の
念
を
抱
き
ま
し

た
。 そ

の
後
、
一
九
九
九
年
に
は
石
原
慎
太
郎
・

東
京
都
知
事
が
知
事
と
し
て
初
め
て
訪
台
し
ま

し
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
知
事
、
地
方
議
会

が
続
々
訪
台
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
三
年

に
は
森
喜
朗
・
元
首
相
が
首
相
経
験
者
と
し
て

初
め
て
訪
台
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
皮
切
り
に
、

こ
れ
ま
で
に
麻
生
太
郎
、
安
倍
晋
三
、
海
部
俊

樹
元
首
相
ら
が
次
々
と
訪
台
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
に
は
日
台
双
方

が
ノ
ー
ビ
ザ
で
三
カ
月
滞
在
可
能
と
な
り
、
二

〇
〇
七
年
に
は
台
湾
新
幹
線
も
開
業
し
、
自
動

車
運
転
免
許
の
相
互
承
認
が
可
能
と
な
る
な
ど

日
本
と
台
湾
の
絆
は
更
に
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。 

二
〇
〇
八
年
に
馬
英
九
総
統
が
就
任
す
る
と
、

「
統
一
せ
ず
、
独
立
せ
ず
、
武
力
行
使
せ
ず
」

の
原
則
で
、
台
湾
は
中
国
と
の
関
係
改
善
政
策

へ
と
舵
を
取
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
両
岸
経
済
協
力

枠
組
協
議
）
を
締
結
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
本
企

業
が
中
国
大
陸
に
進
出
す
る
際
、
台
湾
企
業
と

手
を
組
ん
で
ス
ム
ー
ズ
に
中
国
大
陸
及
び
ア
ジ

ア
の
市
場
開
発
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
台
湾
と
日
米
の
関
係
は
更
に
発
展
し
、

友
日
・
親
米
・
和
中
の
政
治
ス
タ
ン
ス
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
政
府
と
し
て
は
国
際
経
済

の
中
に
台
湾
を
組
み
入
れ
る
べ
く
、
日
本
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）
締
結
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
の
参
加
を
近

い
将
来
実
現
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
馬
総
統
は
日
本
と
の
関
係
強

化
に
も
力
を
入
れ
、
台
湾
駐
日
代
表
処
の
札
幌

分
処
開
設
や
、
台
日
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

協
定
、
投
資
協
定
、
航
空
自
由
化
協
定
の
締
結

な
ど
の
進
展
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
〇
年

に
は
東
京
羽
田
―
台
北
松
山
便
も
就
航
し
、
空

の
足
が
格
段
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
。 

最
近
で
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災

へ
の
台
湾
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、
台
日
双
方
の

好
感
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
世
論
調
査
に
よ

る
と
、
台
湾
人
の
一
番
好
き
な
国
は
日
本
で
あ

り
、
日
本
人
の
八
四
％
が
台
湾
に
対
し
て
身
近

感
が
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
四
月
に
行
わ
れ
た
天
皇
陛
下
主

催
・
春
の
園
遊
会
に
は
、
馮
寄
台
前
駐
日
代
表

が
台
湾
代
表
と
し
て
初
め
て
招
待
さ
れ
、
天
皇

陛
下
か
ら
感
謝
の
お
言
葉
を
掛
け
て
頂
き
ま
し

た
。 こ

の
よ
う
に
、
近
年
の
台
日
関
係
は
大
変
良

好
な
状
態
あ
り
、
今
年
五
月
の
馬
英
九
総
統
の

二
期
目
の
就
任
挨
拶
で
も
台
日
関
係
が
言
及
さ

れ
ま
し
た
。
台
日
が
今
後
更
な
る
交
流
強
化
を

進
め
、
引
き
続
き
協
力
し
て
ア
ジ
ア
の
発
展
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

記
念
講
演: 

日
本
と
台
湾
の
絆 

特
別
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係 

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処 

副
代
表 

羅 

坤
燦 
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平
成
二
十
四
年
度 
秋
季
講
演
会 

日
時 : 

十
月
十
三
日
（
土
） 

午
後
四
時
よ
り 

講
演
会
場 : 

二
十
二
号
館
二
〇
二
教
室 

講
師 : 

野
嶋 

剛
氏
（
朝
日
新
聞
国
際
編
集

部
次
長
） 

演
題 : 

前
台
北
特
派
員
か
ら
見
た
中
台
関
係 

懇
親
会 : 

二
十
二
号
館
八
一
八
教
室
に
て

午
後
五
時
半
よ
り 

今
回
は
、
朝
日
新
聞
の
野
嶋
剛
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、「
前
台
北
特
派
員
か
ら
見
た
中
台
関

係
」
と
い
う
題
目
で
ご
講
演
を
戴
き
ま
し
た
。

講
演
に
は
、
会
員
・
会
友
二
十
八
名
、
一
般
二

十
七
名
、
学
生
一
〇
名
の
計
六
十
五
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
野
嶋
氏
は
、
二
〇
〇
七
年

か
ら
三
年
間
台
北
特
派
員
を
務
め
、
中
華
圏
に

お
け
る
政
治
、
外
交
、
文
化
な
ど
の
分
野
で
、

取
材
・
執
筆
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

時
ま
さ
に
尖
閣
諸
島
問
題
の
真
っ
た
だ
中
で
、

参
加
者
も
集
中
し
て
野
嶋
氏
の
講
演
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
、
単
な
る
日
中
間
の

問
題
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
日
米
中
台
関
係

の
視
点
か
ら
見
る
べ
き
で
あ
る
。
日
台
の
境
遇

は
、
米
中
の
狭
間
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
類
似
し
て
い
る
。
共
に
米
国
の
庇
護
に
あ

り
、島
国
で
あ
り
、自
由
民
主
主
義
国
で
あ
り
、

中
国
と
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
共
通

点
が
あ
る
。 

馬
英
九
政
権
は
、
和
中
親
米
友
日
を
掲
げ
て

お
り
、
中
国
は
台
湾
の
離
れ
る
心
を
ど
う
食
い

止
め
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
状
況

下
で
特
に
日
本
は
台
湾
と
の
関
係
に
注
視
し
、

懸
案
と
な
っ
て
い
る
漁
業
権
の
問
題
を
早
期
に

解
決
し
、
馬
英
九
総
統
の
提
唱
す
る
「
東
シ
ナ

海
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
を
真
剣
に
検
討
す
る

こ
と
等
を
持
っ
て
、
中
国
を
牽
制
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
、
等
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
質
疑
応
答
に
入
り
ま
し
た
が
、
終

演
時
間
が
近
づ
き
、
途
中
打
ち
切
り
と
な
る
ほ

ど
の
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
お
忙
し
い
な
か
、
台
北
駐
日
経
済
文
化

代
表
處
の
羅
副
代
表
と
林
次
長
が
参
加
さ
れ
、

来
賓
と
し
て
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

（
担
当
幹
事 

北
川
原
宣
夫
記
） 

 

・
・
・
野
嶋
剛
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
・
・
・ 

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
上
智
大
学
新
聞
学
科
卒

業
後
、
朝
日
新
聞
に
入
社
。
佐
賀
支
局
、
西
部

本
社
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
特
派
員
。
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
戦
争
報
道
を
経
験
し
、「
イ
ラ
ク
戦
争
従
軍

記
」（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
出
版
。

東
京
本
社
政
治
部
記
者
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇

七
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
台
北
特
派
員
を
務

め
る
。
中
華
圏
に
お
け
る
政
治
、
外
交
、
文
化

な
ど
幅
広
い
分
野
の
取
材
・
執
筆
を
続
け
て
お

り
、「
ふ
た
つ
の
故
宮
博
物
院
」（
新
潮
選
書
、

二
〇
一
一
年
）、「
謎
の
名
画
・
清
明
上
河
図
」

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、「
銀
輪
の
巨
人 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
」（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
二

年
）
を
著
す
。
現
在
、
朝
日
新
聞
国
際
編
集
部

次
長
。 

 

                                   

                                   

台湾のおかれた立場を分かり易く説明する野嶋氏 真剣に耳を傾ける会員・会友 

秋
季
講
演
会  

前 
台
北
特
派
員
か
ら
見
た
中
台
関
係  

日本語教育と進学指導の JET 
●大学院進学コース ●大学進学コース 
●日本語コース ●短期コース 

学校法人 JET 日本語学校 

理事長 金 美齢 (昭和46 年文研博士単位終了 元早大講師) 
校 長 井上靖夫 (昭和60 年一文卒 早大大学院講師) 

東京都北区滝野川7-8-9 TEL.03-3916-2101 

Email: info@jet.ac.jp  Homepage: http://jet.ac.jp/ 
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二
〇
一
二
年
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）
に
、

早
稲
田
大
学
台
湾
校
友
会
二
〇
一
二
年
総
会
が

台
中
明
徳
女
子
高
級
中
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

日
台
稲
門
会
か
ら
は
、
岩
永
会
長
、
高
橋
幹
事

長
、小
野
間
顧
問
ご
夫
妻
、北
村
幹
事
ご
夫
妻
、

北
川
原
幹
事
、
三
村
幹
事
の
総
勢
八
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

総
会
開
催
前
に
は
、
明
徳
女
子
高
生
に
よ
る

楽
器
演
奏
や
合
唱
、
中
国
古
来
の
衣
装
に
よ
る

踊
り
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
は
、
台
中
明
徳
女
子
高
級
中
学
の
理
事

長
で
あ
り
、
二
〇
一
二
年
度
大
会
委
員
長
で
あ

る
劉
清
標
氏
の
開
会
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
、
陳

光
敏
・
台
湾
校
友
会
会
長
の
挨
拶
、
鎌
田
薫
・

早
稲
田
大
学
総
長
等
の
来
賓
の
挨
拶
の
後
、
早

稲
田
大
学
、
福
岡
稲
門
会
、
熊
本
稲
門
会
、
遠

州
稲
門
会
、
及
び
日
台
稲
門
会
な
ど
日
本
か
ら

駆
け
つ
け
た
各
稲
門
会
と
早
稲
田
大
学
台
湾
校

友
会
と
の
記
念
品
交
換
や
校
友
会
活
動
報
告
が

行
わ
れ
、
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
の
後
、
会
場
を
１
Ｆ
の
食
堂
に
移
し
て

会
食
懇
談
会
が
行
な
わ
れ
、ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

各
地
稲
門
会
代
表
の
方
の
ス
ピ
ー
チ
や
カ
ラ
オ

ケ
、
ま
た
会
場
内
で
は
、
校
友
相
互
の
交
流
が

図
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
遠
州
稲
門
会
の
青
島
幹
事
長
の
口

上
に
合
わ
せ
た
早
稲
田
大
学
第
二
校
歌
「
人
生

劇
場
」、
続
い
て
「
紺
碧
の
空
」、「
早
稲
田
大
学

校
歌
」
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
た
後
、
エ
ー
ル

を
切
っ
て
総
会
は
和
や
か
な
中
、
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 

な
お
、
総
会
前
日
の
二
十
三
日
の
夜
に
は
、

台
北
稲
門
会
主
催
に
よ
る
総
会
前
夜
祭
が
台
北

の
樺
慶
川
菜
餐
廳
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
日
台

稲
門
会
か
ら
は
、
岩
永
会
長
、
高
橋
幹
事
長
、

北
川
原
幹
事
、
三
村
幹
事
が
出
席
し
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。（
文
責
・
三
村
） 

                           

                                   

                                  

台中明徳女子高級中学 楽器演奏（楊琴） 

陳光敏台湾校友会会長 劉清標大会委員長 鎌田薫総長 会食懇談会 

早
稲
田
大
学
台
湾
校
友
会 

二
〇
一
二
年
総
会
参
加
報
告 
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平
成
二
十
四
年
度 
新
春
講
演
会 

日
時 : 

二
月
二
日
（
土
） 

午
後
三
時
よ
り 

講
演
会
場 : 

二
十
二
号
館
五
〇
二
教
室 

講
師 : 

石
川
公
弘
氏
（
日
台
稲
門
会
前
会
長
） 

演
題 

: 

台
湾
少
年
工
と
の
交
流
で
見
い

出
し
た
も
の 

懇
親
会 : 

二
十
二
号
館
八
一
八
教
室
に
て

午
後
五
時
半
よ
り 

本
年
の
新
春
講
演
会
は
、
日
台
稲
門
会
前
会

長
で
高
座
日
台
交
流
の
会
会
長
、
日
本
李
登
輝

友
の
会
常
務
理
事
を
務
め
ら
れ
る
石
川
公
弘
氏

が
講
師
と
し
て
、
ご
自
身
の
台
湾
少
年
工
と
の

七
〇
年
に
わ
た
る
交
流
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
講
演
会
の
演
題
を
選
ぶ
に
あ
た
っ

て
は
、
戦
時
中
に
台
湾
か
ら
日
本
に
来
ら
れ
た

少
年
工
た
ち
と
、
彼
ら
と
関
っ
た
日
本
人
と
の

間
に
結
ば
れ
た
深
い
絆
に
基
づ
く
交
流
が
七
〇

年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
と
い
う
事
実
を
、

日
本
と
台
湾
の
、
特
に
若
い
人
々
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
当
会
幹
事
一
同

に
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
当
会
の
会
員
・
会
友
を
中
心
に
、

Ｗ
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Ｓ

Ａ
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O
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 = 

早
稲
田
大
学

台
湾
同
学
会
）、
日
台
学
生
会
議
と
い
っ
た
学
生

組
織
に
声
を
か
け
て
若
い
方
々
の
出
席
と
協
力

を
募
り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
配
布
資
料
の
中

国
語
へ
の
翻
訳
、
簡
単
な
通
訳
等
々
の
サ
ポ
ー

ト
、
当
日
の
懇
親
会
の
司
会
も
学
生
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
日
台
若
者
交
流
会
か
ら
も
初
の
出

席
者
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
講
演
会
で
は
会
員
・

会
友
か
ら
三
十
四
名
、
一
般
か
ら
十
七
名
、
学

生
が
二
十
七
名
の
計
七
十
八
名
が
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
懇
親
会
に
至
っ
て
は
、
学
生
は
会
費
無

料
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
員
・
会
友
が
三
十

四
名
に
対
し
て
、
学
生
は
二
十
七
名
が
そ
の
ま

ま
参
加
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
若
人
の
熱
気
が
感

じ
ら
れ
る
賑
や
か
な
会
合
と
な
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
懇
親
会
の
料
理
は
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を

活
用
、
低
価
格
か
つ
好
評
な
メ
ニ
ュ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
か
ら
は
、

赴
任
後
間
も
な
い
林
世
英
副
組
長
が
、
引
き
継

ぎ
等
で
ご
多
忙
な
中
を
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
。 

石
川
氏
の
講
演
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
し
た
。 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
九
月
に
神
奈

川
県
高
座
郡
（
現
、
同
大
和
市
、
座
間
市
）
に

航
空
機
製
造
の
高
座
海
軍
工
廠
が
設
立
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
熟
練
労
働
力
の
不
足
を
補

う
た
め
台
湾
か
ら
少
年
工
の
募
集
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
募
集
に
際
し
て
は
、
航
空
機
を
製
作
し

な
が
ら
勉
強
す
れ
ば
工
業
学
校
卒
業
の
資
格
が

取
得
で
き
、
将
来
は
技
師
へ
の
道
も
拓
け
る
と

い
う
破
格
の
条
件
が
付
与
さ
れ
た
の
で
す
。
そ

の
た
め
、
台
湾
の
国
民
学
校
、
同
高
等
科
、
中

学
校
か
ら
級
長
・
副
級
長
ク
ラ
ス
の
優
秀
な
応

募
者
が
続
出
、
激
し
い
選
抜
競
争
の
結
果
、
総

勢
八
千
四
百
人
の
少
年
工
が
日
本
に
渡
っ
て
き

ま
し
た
。
少
年
工
た
ち
は
、
昭
和
十
八
年
五
月

～
翌
年
五
月
ま
で
六
期
に
分
か
れ
て
来
日
し
ま

し
た
が
、
彼
ら
は
技
術
者
へ
の
夢
を
抱
い
て
、

あ
く
ま
で
自
ら
志
願
し
て
日
本
へ
来
た
の
で
あ

り
、
彼
ら
に
対
す
る
日
本
海
軍
の
期
待
も
大
き

な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
証
拠
に
、
彼
ら

は
浅
間
丸
、
鎌
倉
丸
な
ど
当
時
第
一
級
の
豪
華

客
船
に
乗
船
、
海
軍
は
日
本
ま
で
護
衛
艦
も
付

け
て
送
っ
て
い
ま
す
。 

彼
ら
は
毎
朝
夕
、
軍
歌
を
歌
い
な
が
ら
工
場

ま
で
行
進
し
て
作
業
に
従
事
、
高
座
海
軍
工
廠

で
研
修
し
た
後
、
日
本
各
地
の
先
進
工
場
に
散

っ
て
、
雷
電
、
紫
電
改
、
零
戦
、
月
光
等
の
海

軍
新
鋭
機
の
製
造
を
行
い
ま
し
た
。そ
う
し
て
、

日
本
側
の
期
待
に
応
え
て
優
れ
た
技
術
集
団
と

し
て
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
時

下
の
こ
と
で
次
第
に
食
糧
事
情
も
悪
化
、
航
空

機
製
造
工
場
は
爆
撃
の
一
番
の
標
的
と
な
り
、

少
年
工
も
六
〇
名
も
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
国
か
ら
き
た
た
め
日
本
の
厳
し
い
寒

さ
が
最
も
こ
た
え
た
様
子
で
、
し
も
や
け
・
凍

傷
に
な
る
者
も
多
く
、
若
干
十
二
歳
程
度
の
少

年
た
ち
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
も
な
り
ま
し
た
。

服
装
も
学
生
服
で
は
な
く
、
作
業
服
だ
っ
た
こ

と
も
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
こ
う
し
た
困
難
な
環

境
の
中
、
石
川
氏
の
父
上
は
国
民
学
校
長
を
退

職
し
て
、
高
座
海
軍
工
廠
の
少
年
工
宿
舎
の
舎

監
と
し
て
彼
ら
を
よ
く
指
導
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

石
川
氏
ご
自
身
も
少
年
工
か
ら
よ
く
菓
子
を
分

け
て
も
ら
い
、
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。 

敗
戦
に
よ
っ
て
、
台
湾
少
年
工
の
立
場
は
、

突
然
に
日
本
人
か
ら
、
敵
国
だ
っ
た
中
国
人
へ

と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
日
本
海
軍
自
体
が
解
体
さ
れ
た
た
め
、
当

初
の
約
束
と
異
な
り
何
の
資
格
も
取
得
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
戦
後
の
混
乱
の
中
、
自
暴
自
棄

と
な
る
者
も
出
た
の
で
す
が
、
石
川
氏
の
父
上

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
彼
ら
自
身
の
自
治
組

織
「
台
湾
省
民
自
治
会
」
を
結
成
、
人
格
者
で

あ
る
李
雪
峰
会
長
の
も
と
、
団
結
し
て
日
本
の

関
係
当
局
と
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
食

料
の
確
保
か
ら
退
職
金
、
毎
月
五
〇
円
の
小
遣

い
ま
で
交
渉
で
獲
得
し
ま
し
た
。努
力
が
実
り
、

氷
川
丸
な
ど
の
帰
還
船
も
手
配
さ
れ
て
、
昭
和

二
十
一
年
二
月
ま
で
に
全
員
が
整
然
と
台
湾
に

帰
郷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
李
登
輝
元
総

統
も
台
湾
少
年
工
が
仕
立
て
た
帰
還
船
に
神
戸

か
ら
乗
船
、
一
緒
に
帰
国
し
て
い
ま
す
。 

台
湾
に
戻
っ
て
か
ら
が
、
少
年
工
た
ち
の
さ

ら
な
る
苦
難
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。
ご
承
知
の

よ
う
に
台
湾
は
蒋
介
石
の
率
い
る
国
民
党
が
支

配
す
る
体
制
に
変
っ
て
お
り
、
そ
の
後
三
十
八

年
間
も
続
く
戒
厳
令
下
、
白
色
テ
ロ
の
時
代
が

長
か
っ
た
の
で
す
。
日
本
軍
の
た
め
に
航
空
機

製
造
に
従
事
し
た
こ
と
は
公
に
は
出
来
ず
、
大

陸
か
ら
の
中
国
人
支
配
下
で
少
年
工
た
ち
は
沈

黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
中
で
、
高
座
海
軍
工
廠
の
技
師
で

あ
っ
た
早
稲
田
工
手
学
校
出
身
の
早
川
金
次
氏

が
、
昭
和
三
十
八
年
、
大
和
市
に
「
戦
没
台
湾

少
年
の
慰
霊
碑
」
を
建
立
し
た
こ
と
が
契
機
と

な
り
、
少
年
工
と
日
本
と
の
絆
が
再
び
強
ま
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
慰
霊
碑
建
立
と
そ
の
後

の
早
川
氏
の
台
湾
少
年
工
遺
族
へ
の
慰
霊
の
旅

に
よ
っ
て
、
ば
ら
ば
ら
と
な
っ
て
い
た
元
少
年

工
た
ち
が
交
流
を
再
開
し
、
各
地
の
同
窓
組
織

の
結
成
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
戒
厳
令

解
除
の
翌
年
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
十
三
年
）

に
は
台
湾
高
座
会
第
一
回
大
会
も
開
催
さ
れ
、

昨
年
ま
で
計
二
十
五
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

台
湾
で
民
主
化
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
元
少

年
工
た
ち
も
日
本
の
地
を
踏
む
回
数
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
が
、
少
年
工
が
第
二
の
故
郷
と
呼

ぶ
大
和
市
と
の
交
流
が
本
格
化
し
た
の
は
、
平

成
四
年（
一
九
九
二
年
）五
月
の
こ
と
で
し
た
。

当
時
、
石
川
氏
が
市
議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
て

い
た
大
和
市
役
所
を
台
湾
高
座
会
の
訪
問
団
一

行
が
表
敬
訪
問
、
偶
然
に
石
川
氏
と
再
会
を
果

た
し
た
こ
と
が
、
そ
れ
か
ら
の
二
〇
年
に
及
ぶ

新
春
講
演
会  

台
湾
少
年
工
と
の
交
流
で 

見
い
出
し
た
も
の  
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大
規
模
な
交
流
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
同

年
秋
に
、
石
川
氏
が
ご
子
息
と
台
湾
を
訪
問
さ

れ
、
台
湾
高
座
会
第
五
回
総
会
に
出
席
し
て
、

翌
平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）
六
月
の
日
本
で

の
「
台
湾
高
座
会
留
日
五
〇
周
年
歓
迎
大
会
」

開
催
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

こ
の
五
〇
周
年
歓
迎
大
会
は
、
大
和
を
第
二

の
故
郷
と
思
う
元
少
年
工
ら
の
台
湾
側
出
席
者

が
千
四
百
人
に
膨
ら
み
、
日
本
側
は
大
和
市
民

中
心
に
千
八
百
人
の
出
席
者
が
一
堂
に
集
う
と

い
う
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
五

年
（
二
〇
〇
三
年
）
に
は
、「
台
湾
高
座
会
留
日

六
〇
周
年
歓
迎
大
会
」
が
座
間
市
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
際
に
は
、
石
川
氏
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
者
の
尽
力
に
よ
り
、
一
部
の
元
少

年
工
の
方
へ
は
修
了
証
書
、
ま
た
、
大
部
分
の

方
へ
は
在
職
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て
、
大
和
市

長
と
神
奈
川
県
議
会
か
ら
の
感
謝
状
が
話
題
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
国
と
し
て
は
十

分
な
台
湾
少
年
工
へ
の
感
謝
の
表
明
だ
っ
た
か

ど
う
か
は
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。 

本
年
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
は
、

元
は
紅
顔
だ
っ
た
台
湾
少
年
工
が
日
本
の
土
を

踏
ん
で
か
ら
七
〇
年
目
と
な
り
ま
す
。
彼
ら
の

意
向
を
汲
ん
で
、
こ
の
五
月
九
日
、
座
間
市
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
る
「
台
湾
高
座
会
留
日
七

〇
周
年
記
念
歓
迎
大
会
」
の
実
行
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
が
石
川
氏
の
講
演
の
概
要
で
す
が
、
こ

の
七
〇
周
年
記
念
大
会
へ
は
、
台
湾
か
ら
は
約

二
百
六
十
人
の
元
少
年
工
と
そ
の
家
族
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
森
喜
朗
元
総
理

大
臣
か
ら
大
会
会
長
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
同
内

閣
総
理
大
臣
名
で
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
李
登
輝
元
総
統

は
体
調
不
良
で
欠
席
と
な
り
ま
し
た
が
、
台
湾

か
ら
の
参
加
者
は
「
心
に
沁
み
た
歓
迎
大
会
だ

っ
た
。
流
石
は
日
本
だ
」
と
そ
の
感
想
を
述
べ

て
い
ま
す
。
元
少
年
工
の
皆
さ
ん
も
、
か
な
り

高
齢
に
な
っ
て
き
た
た
め
、
恐
ら
く
は
こ
れ
は

最
後
の
公
式
会
合
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

一
連
の
台
湾
少
年
工
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
既

に
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
十
月
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便
「
心
の
時
代
」
で
、
石
川
氏

が
「
台
湾
少
年
工
と
の
六
〇
年
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
石
川
氏
は
、
台

湾
少
年
工
の
記
憶
を
歴
史
に
書
き
留
め
る
た
め

に
、
七
〇
周
年
記
念
大
会
に
合
わ
せ
て
、
本
年

（
二
〇
一
三
年
）
五
月
に
「
二
つ
の
祖
国
を
生

き
た
台
湾
少
年
工
」（
並
木
書
房
）
を
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。
涙
な
く
し
て
は
読
め
な
い
本
で
す
。

ま
さ
に
台
湾
少
年
工
よ
、
永
遠
な
れ
で
す
。
ぜ

ひ
一
読
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
講
演
会
担
当
幹
事 

川
村
淳
一
・
記
） 

               

                                   

                                  

大
戦
末
期
、
労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
、
八
四
〇
〇
人
余
の
台
湾
の
少
年
た
ち
が
志

願
し
て
日
本
本
土
へ
渡
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
―
―
。
日
本
と
台
湾
の
最
も

困
難
な
時
代
を
生
き
抜
い
た
台
湾
少
年
工
た
ち
の
苦
闘
の
記
録
！ 

二
つ
の
祖
国
を
生
き
た 

台
湾
少
年
工 

石
川
公
弘 

著 
 

 

元
台
湾
総
統 

李
登
輝
氏
推
薦
！ 

 
 

 
「雷電」の映像の前で、思いを語る石川氏 
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☟ 
１
頁
か
ら
続
く 

最
後
に
、
台
湾
の
将
来
で
不
安
に
思
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
世
界
中
が
自
由
貿
易
協

定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
動
い
て
い
る
中
で
、
台
湾
に

は
中
国
と
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
中
台
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
み

し
か
存
在
し
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
は

国
際
的
に
経
済
孤
立
し
か
ね
な
い
、
ひ
い
て
は

台
湾
経
済
を
弱
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と

懸
念
す
る
も
の
で
す
。
同
じ
よ
う
な
懸
念
は
日

本
に
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
遅
ま
き
な
が
ら
、

日
本
も
三
月
十
五
日
に
安
倍
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
を
表
明
し
、
締
め
切
り
直
前
で
滑
り
込
ん
だ

形
で
す
。
日
本
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
日
中
韓

（
更
に
印
・
豪
・
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
を
加
え
た

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）、欧
州
と
の
交
渉
も
急
速
に
進
む
局

面
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
環
太
平
洋
の
自
由
民
主
国
家
・
地

域
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
台
湾
は
十
分
参

加
資
格
が
あ
り
ま
す
。
加
盟
国
各
国
も
心
の
内

で
は
台
湾
の
加
盟
を
支
持
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
環
太
平
洋
の
集
ま
り
の
中
で

大
き
な
経
済
力
を
持
っ
た
台
湾
が
入
っ
て
い
な

い
こ
と
が
不
自
然
で
あ
り
、
台
湾
政
府
は
危
機

感
を
も
ち
、
参
加
へ
の
根
回
し
を
静
か
に
、
し

か
し
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

日
台
稲
門
会
と
し
て
、
今
後
と
も
日
台
の
相

互
理
解
・
友
好
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
特
に
台
湾
か
ら
の
留
学
生
、
早
稲
田
を

中
心
に
し
た
日
本
学
生
等
、
若
者
の
交
流
に
も

力
を
入
れ
て
行
き
た
く
、
今
後
と
も
に
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。 

以
上 

（
い
わ
な
が
・
や
す
ひ
さ
＝
昭
和
四
十
四
年
政

治
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
業
） 

      

二
〇
〇
〇
年
に
台
湾
に
駐
在
し
、
二
〇
〇
一

年
・
二
〇
〇
二
年
と
台
湾
日
本
人
会
の
会
長
を

務
め
た
事
も
あ
り
、
李
登
輝
元
総
統
と
お
目
に

か
か
る
機
会
は
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
李
総
統

は
雲
の
上
の
存
在
で
あ
り
、
お
目
に
か
か
っ
て

も
私
が
記
憶
に
残
る
よ
う
な
関
係
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
れ
た
の
は
一
九
九
九
年
九
月
二
十
一
日
の

台
湾
中
部
大
震
災
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
あ
の

地
震
に
て
台
中
日
本
人
学
校
が
倒
壊
し
、
日
本

人
社
会
で
は
子
息
の
通
え
る
学
校
が
無
く
な
り
、

途
方
に
暮
れ
た
。
李
総
統
は
地
震
直
後
の
十
月

七
日
に
倒
壊
現
場
ま
で
慰
問
い
た
だ
き
、
日
本

人
社
会
の
窮
状
を
察
し
、
翌
日
に
は
早
や
校
舎

再
建
の
為
の
代
替
地
を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
。

再
建
は
突
貫
工
事
で
進
め
ら
れ
二
〇
〇
一
年
二

月
十
二
日
に
は
立
派
な
新
校
舎
で
の
授
業
が
再

開
で
き
た
。
地
震
か
ら
回
復
が
進
ま
な
い
地
域

が
残
っ
て
い
る
中
で
、
本
式
典
へ
の
参
加
に
は

李
総
統
も
躊
躇
さ
れ
た
よ
う
で
、
結
局
震
災
三

周
年
の
二
〇
〇
二
年
九
月
二
〇
日
に
台
中
日
本

人
学
校
を
訪
問
い
た
だ
い
た
（
写
真
参
照
）。 

エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
が
、
当
日
私
は
台
北
～
台
中

間
で
大
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、
李
総
統
よ
り
遅

れ
て
到
着
し
て
し
ま
っ
た
。
李
総
統
も
台
北
か

ら
向
わ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
前
に
言
い
訳
な
ど

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
学
校
で
お
待
ち
い

た
だ
い
た
李
総
統
よ
り
「
岩
永
く
ん
は
未
だ
着

い
て
い
な
い
の
か
！
」
と
、
し
か
し
優
し
い
叱

責
を
受
け
、
冷
や
汗
を
か
い
た
事
を
忘
れ
ら
れ

な
い
。
余
談
な
が
ら
、
李
総
統
が
促
進
さ
れ
た

新
幹
線
が
当
事
開
通
し
て
い
れ
ば
、
こ
ん
な
事

は
無
か
っ
た
の
で
す
が
。 

そ
の
後
は
ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
す
る
機
会
も

得
ら
れ
、
李
総
統
の
「
政
治
哲
学
・
人
生
観
・

宗
教
観
」
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
事
実
上
半
世
紀
に
わ
た

る
国
民
党
一
党
独
裁
政
権
の
中
で
、
台
湾
人
と

し
て
頭
角
を
現
し
、
そ
の
後
民
主
化
を
進
め
、

国
民
の
直
接
選
挙
に
よ
る
総
統
選
ま
で
の
ご
苦

労
。
そ
の
過
程
で
は
想
像
を
超
え
る
ご
苦
労
が

あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
抵
抗
勢
力
が
強
い
中
、
目

標
に
向
か
っ
て
着
々
と
布
石
を
打
っ
て
完
成
さ

せ
ら
れ
た
台
湾
の
民
主
政
治
！ 

正
に
李
総
統

は
「
台
湾
民
主
主
義
の
父
」
と
言
え
る
。
ま
た
、

年
齢
を
重
ね
ら
れ
て
も
、
台
湾
に
対
す
る
深
い

愛
、
日
台
関
係
を
重
要
視
し
、
人
生
を
台
湾
の

将
来
に
捧
げ
、
若
者
の
真
の
意
味
で
の
教
育
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
の
高
邁
な
理
想
を
感
じ

た
。 私

が
住
友
商
事
を
辞
し
て
、
早
稲
田
大
学
に

て
「
日
台
中
米
関
係
（
台
湾
に
焦
点
）」
の
講
座

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
李
総
統
の
影
響

が
大
き
い
。
講
座
を
始
め
て
来
期
で
六
年
目
に

な
る
。
毎
年
三
月
に
講
義
の
締
め
く
く
り
と
し

て
ゼ
ミ
生
を
台
湾
研
修
に
連
れ
て
行
っ
て
い
る
。

こ
の
時
は
常
に
李
総
統
と
の
面
談
を
お
願
い
し

て
い
る
。
李
総
統
は
「
岩
永
ゼ
ミ
の
学
生
に
講

話
を
し
、
議
論
す
る
の
は
楽
し
い
」
と
言
っ
て

二
時
間
半
程
の
長
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
け
る
。

今
年
も
三
月
初
め
に
訪
問
し
た
。「
も
う
九
二
歳

に
な
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
昨
年

よ
り
寧
ろ
若
返
ら
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。
台
湾
研

修
で
は
政
治
経
済
・
外
交
関
係
に
加
え
企
業
訪

問
な
ど
多
彩
な
方
々
と
の
面
談
を
設
定
し
て
い

る
が
、
や
は
り
学
生
達
に
取
り
一
番
印
象
に
残

り
、
今
後
の
人
生
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
李

総
統
だ
っ
た
よ
う
だ
。
李
総
統
の
ご
健
康
で

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
つ
つ
。 

（2013

年3

月31

日
） 

                           

台中日本人学校再建記念 二期生台湾研修 

台
湾
高
座
会
留
日
七
〇
周
年
歓
迎
大
会 

寄
稿 

李
登
輝
総
統
と
の
ふ
れ
あ
い 

会
長 

岩
永 

康
久 
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そ
も
そ
も
台
湾
高
座
会
、
台
湾
少
年
工
と
は

何
か
？
日
台
稲
門
会
の
諸
子
な
ら
既
に
ご
存
じ

と
は
思
い
ま
す
が
、
会
報
第
十
三
号
で
紹
介
し

た
朝
日
新
聞
記
事
要
約
を
改
め
て
再
録
し
ま
す
。 

 

☆ 

台
湾
少
年
工
（
神
奈
川
県
大
和
市
） 

『
き
っ
か
け
は
偶
然
の
重
な
り
か
ら
だ
っ
た
。 

一
九
九
二
年
五
月
、
神
奈
川
県
大
和
市
の
市

議
会
議
長
だ
っ
た
石
川
公
弘
さ
ん
は
、
台
湾
か

ら
の
訪
問
団
を
迎
え
た
。
今
の
大
和
、
座
間
市

な
ど
に
ま
た
が
る
場
所
に
あ
っ
た
高
座
海
軍
工

廠
で
働
い
た
元
少
年
工
た
ち
が
、
再
訪
す
る
旅

の
途
中
だ
っ
た
。 

「
私
も
あ
そ
こ
で
暮
ら
し
ま
し
た
」 

石
川
さ
ん
が
言
う
と
、
先
方
は
驚
き
の
声
を

あ
げ
た
。「
で
は
、
あ
の
石
川
先
生
の
息
子
さ
ん

で
す
か
」 

石
川
さ
ん
の
父
、
明
雄
さ
ん
は
、
寄
宿
舎
の

五
人
の
舎
監
の
一
人
と
し
て
少
年
工
の
面
倒
を

見
た
。
石
川
さ
ん
も
同
じ
敷
地
に
住
み
、
大
食

堂
で
少
年
工
と
肩
を
並
べ
た
。 

「
も
し
あ
の
日
市
長
が
在
籍
し
て
い
た
ら
、
議

長
の
私
が
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
っ
た
く

の
偶
然
で
し
た
」』 

石
川
さ
ん
は
台
湾
で
開
か
れ
た
少
年
工
の
同

窓
会
「
台
湾
高
座
会
」
に
招
か
れ
、
李
雪
峰
会

長
か
ら
「
渡
航
五
〇
周
年
の
来
年
は
、
ぜ
ひ
第

二
の
故
郷
、
大
和
で
大
会
を
開
き
た
い
」
と
頼

ま
れ
た
。
そ
し
て
九
三
年
六
月
、
元
少
年
工
ら

千
三
百
人
が
、
四
〇
台
の
バ
ス
を
連
ね
て
大
和

市
を
訪
れ
、
日
本
側
も
千
八
百
人
が
集
ま
っ
て

歓
迎
し
た
。 

※
※ 

日
本
の
敗
色
が
濃
く
な
っ
て
き
た
四
三
年
、

迎
撃
戦
闘
機
「
雷
電
」
の
製
造
を
目
的
に
高
座

海
軍
工
廠
が
建
て
ら
れ
、
動
員
さ
れ
不
足
す
る

工
員
の
穴
を
埋
め
た
の
が
台
湾
少
年
工
た
ち
だ

っ
た
。
三
年
勉
強
し
二
年
実
習
す
れ
ば
、
旧
制

中
学
と
同
等
の
卒
業
資
格
を
与
え
る
と
の
条
件

に
希
望
者
が
殺
到
、
厳
し
い
選
抜
を
経
た
八
千

人
の
工
員
の
大
半
は
、
国
民
学
校
高
等
科
の
在

籍
者
か
卒
業
生
。
指
導
者
と
し
て
旧
制
中
学
生

四
百
人
も
加
わ
っ
た
。
実
際
は
技
師
ら
を
養
成

し
て
い
る
余
裕
な
ど
な
く
、
少
年
た
ち
は
各
地

の
工
場
で
働
き
な
が
ら
技
術
を
学
び
、
高
座
に

戻
っ
て
三
交
代
で
戦
闘
機
づ
く
り
に
従
事
し
た
。

製
造
し
た
雷
電
、
百
二
十
八
機
。 

敗
戦
と
と
も
に
少
年
工
の
管
理
は
海
軍
省
か

ら
厚
生
省
、さ
ら
に
神
奈
川
県
に
移
さ
れ
た
が
、

八
千
四
百
人
を
世
話
す
る
事
務
官
は
一
人
だ
け

だ
っ
た
。
混
乱
の
中
で
、
み
ん
な
を
諭
し
た
の

は
石
川
明
雄
さ
ん
だ
っ
た
。 

「
舎
監
は
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

た
。
身
の
振
り
方
を
考
え
ろ
、
と
い
わ
れ
、
自

治
会
を
つ
く
り
ま
し
た
」。李
会
長
が
振
り
返
る
。 

※
※ 

苦
難
の
日
々
を
過
ご
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

元
少
年
工
に
は
今
も
親
日
家
が
多
い
。 

「
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
と
い
う
人
も
い
た
が
、

戦
局
の
悪
化
で
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。
給
料
を
貰
っ
て
い
た
し
、
厳
し
い
生
活
は

誰
も
同
じ
だ
っ
た
」
と
、
台
湾
高
座
会
の
謝
清

松
秘
書
長
は
話
す
。
大
陸
か
ら
逃
れ
て
き
た
国

民
党
政
権
が
本
省
人
を
弾
圧
し
た
こ
と
も
昔
を

懐
か
し
む
土
壌
と
な
っ
た
。
戒
厳
令
下
で
は
同

窓
組
織
を
作
る
こ
と
も
で
き
な
い
。 

高
座
工
廠
技
師
だ
っ
た
故
・
早
川
金
次
氏
が

大
和
に
、「
戦
没
台
湾
少
年
工
の
慰
霊
碑
」
を
建

て
、台
湾
で
慰
霊
の
行
脚
を
続
け
た
。戦
時
中
、

空
襲
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
少
年
工
は
約
六
〇
人
。 

八
七
年
に
台
湾
で
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
る
と

翌
年
、
台
湾
高
座
会
が
結
成
さ
れ
た
。
石
川
さ

ん
は
、
二
〇
〇
三
年
に
大
和
で
六
〇
周
年
の
歓

迎
会
を
開
き
、
厚
生
労
働
省
は
。
中
学
卒
業
証

明
書
や
在
籍
証
明
書
を
発
行
し
た
。 

「
三
年
後
の
七
〇
周
年
は
、
里
帰
り
の
最
後
の

年
に
な
る
で
し
ょ
う
」 ☆ 

そ
し
て
、
去
る
五
月
九
日
木
曜
日
、
台
湾
か

ら
の
元
少
年
工
二
百
五
十
人
を
迎
え
、
台
湾
高

座
会
留
日
七
〇
周
年
歓
迎
大
会
実
行
委
員
会
主

催
の
歓
迎
大
会
が
、
座
間
市
市
民
会
館
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
（
神
奈
川
県
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

歓
迎
大
会
会
長
に
は
森
喜
朗
・
元
内
閣
総
理

大
臣
（
総
理
の
特
使
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
へ
派
遣

さ
れ
た
た
め
欠
席
）、
副
会
長
に
は
甘
利
明
・

経
済
再
生
担
当
相
（
国
会
開
会
中
の
た
め
欠

席
）、
平
沼
赳
夫
・
元
経
済
産
業
相
、
日
華
親
善

議
員
連
盟
会
長
は
じ
め
各
界
を
代
表
し
台
湾
と

の
紐
帯
を
大
切
に
す
る
方
々
が
就
か
れ
ま
し
た
。

な
お
平
沼
氏
は
国
会
開
催
中
の
お
忙
し
い
な
か
、

採
決
を
済
ま
せ
て
慌
し
く
駆
け
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。
後
援
は
交
流
協
会
と
台
北
駐
日
經
濟
文
化

代
表
處
。協
力
団
体
に
は
高
座
日
台
交
流
の
会
、

日
本
李
登
輝
友
の
会
、
日
華
親
善
協
会
、
神
奈

川
県
議
会
日
華
議
員
連
盟
、
そ
し
て
日
台
稲
門

会
も
参
加
し
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
委
員
長
は
石
川
公
弘
・
日
台
稲

門
会
前
会
長
が
務
め
、
ま
た
真
鍋
藤
正
、
北
村

友
雄
、
栗
山
威
郎
の
皆
さ
ん
が
副
委
員
長
を
担

い
ま
し
た
。 

日
台
稲
門
会
か
ら
は
当
会
が
協
力
団
体
に
名

を
連
ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
多
数
の
有
志
と
学

生
が
参
加
し
、
元
少
年
工
た
ち
の
一
〇
年
ぶ
り

の
帰
国
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
し
た
。 

先
ず
は
、
益
田
駿
・
実
行
委
員
会
副
委
員
長

の
開
会
の
辞
の
あ
と
、
高
座
会
会
歌
「
故
郷
を

離
れ
て
」（
台
湾
少
年
工
・
李
添
石
氏 

日
本

名
・
本
島
徹
太
郎 

作
詞
）
の
全
員
で
の
合
唱

で
開
式
。 

 

故
鄕
を
離
れ
て
幾
千
里 

荒
な
み
越
へ
て
堂
堂
と 

向
う
は
其
の
名
も
香
ば
し
き 

 

（
二
番
・
三
番
略
） 

腫
れ
て
痛
む
も
誰
に
言
う 

母
は
千
里
の
彼
方
島 

我
が
子
よ
達
者
で
働
け
と 

祈
る
母
の
幻
か 

瞼
に
故
鄕
を
浮
か
べ
つ
つ 

い
つ
に
な
っ
た
ら
帰
る
や
ら 

過
ぎ
し
あ
の
日
を
語
り
つ
つ 

緑
の
島
が
戀
し
い
ぞ 

 

石
川
実
行
委
員
長
に
よ
る
歓
迎
大
会
開
催
に

台
湾
高
座
会 

留
日
七
〇
周
年
歓
迎
大
会 
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至
る
経
緯
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
森
・
元
首

相
名
に
よ
る
感
謝
状
が
、（
欠
席
の
森
・
元
首
相

に
代
わ
り
）
平
沼
赳
夫
・
日
華
親
善
議
員
連
盟

会
長
か
ら
台
湾
高
座
会
各
区
会
代
表
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
感
謝
状
は
、
多
く
の
元
少
年

工
か
ら
「
日
本
の
経
験
を
語
れ
ず
、
今
も
子
孫

に
理
解
さ
れ
な
い
」
と
い
う
苦
悩
を
聞
い
た
石

川
委
員
長
が
森
・
元
首
相
に
熱
心
に
働
き
か
け

実
現
し
た
も
の
。
感
謝
状
は
、
元
少
年
工
が
日

本
に
い
た
こ
と
、
高
座
工
廠
で
働
い
て
い
た
こ

と
の
唯
一
の
証
な
の
で
す
。
李
登
輝
・
前
総
統

の
言
う
よ
う
に
、
彼
等
は
終
戦
ま
で
は
「
日
本

人
」
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
我
々
は
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

感
謝
状
贈
呈
式
に
続
き
平
沼
議
員
の
歓
迎
の

挨
拶
。
台
北
駐
日
經
濟
文
化
代
表
處
か
ら
は
羅

坤
燦
・
副
代
表
が
駆
け
つ
け
、
心
の
こ
も
っ
た

挨
拶
で
元
少
年
工
の
苦
労
を
労
わ
れ
ま
し
た
。

前
半
最
後
は
李
雪
峰
・
台
湾
高
座
会
会
長
の
お

礼
の
言
葉
、
春
の
叙
勲
で
旭
日
小
綬
章
を
授
け

ら
れ
た
こ
と
に
関
し
、「
こ
の
叙
勲
は
私
一
人
に

与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
会
員
全
員
に
与

え
ら
れ
た
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

休
憩
の
後
、
体
調
を
崩
さ
れ
訪
日
が
適
わ
な

く
な
っ
た
李
登
輝
・
前
総
統
や
蔡
焜
燦
氏
に
代

わ
っ
て
、
遠
藤
三
起
夫
・
座
間
市
長
に
よ
る
代

理
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
で
は
、
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
受
賞
者
の
根
岸
英
一
さ
ん
（
石
川
委

員
長
の
中
高
時
代
の
学
友
）
に
よ
る
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
如
何
に
取
る
か
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

（
我
々
凡
人
に
は
全
く
役
に
立
た
ず
、
孫
子
の

代
の
教
育
環
境
改
善
を
期
す
し
か
な
い
こ
と
は

理
解
で
き
た
）伝
授
の
あ
と
、「
オ
ー
ソ
レ
ミ
ヨ
」

「
千
の
風
に
な
っ
て
」「
昴
」
の
三
曲
を
朗
々
と

歌
い
上
げ
、
天
才
と
云
わ
れ
る
人
物
は
何
で
も

一
徹
で
一
流
な
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
続
い

て
日
台
稲
門
会
か
ら
北
村
友
雄
幹
事
が
出
演
、

元
少
年
工
・
洪
坤
山
氏
の
短
歌
を
吟
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

北
に
対
（
む
）
き
年
の
始
め
の
祈
り
な
り 

心
の
祖
国
に
栄
え
あ
れ
か
し 

 

し
も
や
け
の
指
の
痛
み
に
耐
え
耐
え
て 

油
の
滲
む
服
洗
い
た
り 

 

わ
が
波
乱
の
人
生
の
そ
の
一
コ
マ
に 

大
和
村
な
る
少
年
期
の
日 

 

最
後
は
何
春
樹
・
台
湾
高
座
会
副
会
長
の
お

礼
の
言
葉
、
今
年
が
最
後
と
思
っ
て
い
た
が
八

〇
周
年
も
是
非
や
り
ま
し
ょ
う
、
と
の
力
強
い

決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

補
足
し
ま
す
が
、
日
本
に
は
日
本
高
座
会
が

あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
戦
後
日
本
に
残
留
し
た

約
百
名
の
元
少
年
工
及
び
日
本
人
関
係
者
に
よ

り
結
成
さ
れ
、
き
っ
か
け
は
や
は
り
故
・
早
川

金
次
氏
の
慰
霊
碑
建
立
に
よ
る
も
の
で
会
長
は

呉
春
生
氏
。
台
湾
高
座
会
と
は
別
組
織
な
の
で

日
本
高
座
会
と
称
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

□ 

□ 

□ 

 

い
つ
も
考
え
る
の
は
、
こ
の
老
人
た
ち
・
老

少
年
工
は
な
ぜ
こ
う
な
ん
だ
ろ
う
い
う
こ
と
。 

恨
み
が
ま
し
い
こ
と
を
一
切
い
わ
ず
、「
大
和

は
第
二
の
故
郷
で
す
」「
こ
の
地
で
経
験
し
た
試

練
は
、
帰
国
し
て
か
ら
も
自
信
と
な
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
苦
難
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」「
わ
た
し
た
ち
は
日
本
人
だ
っ
た
の
で
す
」

と
繰
り
か
え
す
彼
ら
の
よ
す
が
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。 

台
湾
に
赴
任
す
る
ま
え
の
自
分
の
浅
薄
な
常

識
で
は
、
日
本
は
「
植
民
地
支
配
と
侵
略
に
よ

っ
て
、
多
く
の
国
々
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国

の
人
々
に
対
し
て
多
大
の
損
害
と
苦
痛
を
与

え
」た
こ
と
か
ら「
痛
切
な
反
省
の
意
を
表
し
、

心
か
ら
の
お
詫
び
の
気
持
ち
」
を
持
た
ね
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
に
よ
り
罪
悪
感
と
贖
罪
感
が
な
い

ま
ぜ
と
な
っ
て
い
た
。（「 

」
内
は
村
山
談
話
）

そ
の
意
識
か
ら
、
戦
後
日
本
は
自
ら
の
復
興
に

合
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
対
し
惜
し
み
な
い

援
助
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
の
国

は
、
そ
れ
で
は
不
足
だ
と
い
い
た
て
る
の
が
現

実
。
あ
ま
つ
さ
え
、
自
国
の
歴
史
観
を
持
ち
だ

し
、
正
し
い
歴
史
を
学
べ
と
い
う
。 

元
少
年
工
た
ち
は
終
戦
と
同
時
に
教
室
と
職

場
と
国
籍
を
失
っ
た
。
台
湾
に
戻
っ
た
あ
と
も

日
本
の
軍
閥
に
協
力
し
た
な
ぞ
国
民
党
政
権
下

で
は
口
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
し
。

そ
れ
も
「
裸
で
狼
の
群
れ
の
な
か
に
」
捨
て
ら

れ
た
よ
う
な
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
な
の

に
、
自
分
た
ち
の
青
春
を
無
茶
苦
茶
に
し
た
日

本
政
府
は
謝
罪
し
ろ
、
と
か
、
強
制
連
行
に
対

し
賠
償
金
を
払
え
、
な
ぞ
と
は
ち
っ
と
も
思
い

浮
か
ば
ず
、
日
本
を
懐
か
し
み
、
慈
し
み
、
大

事
に
思
い
、
こ
ん
な
日
本
で
も
心
の
故
郷
、
第

二
の
祖
国
と
呼
ん
で
く
れ
て
い
る
。 

繰
り
返
す
が
、
老
少
年
工
た
ち
は
日
本
人
に

と
っ
て
ど
う
い
う
存
在
で
、
我
々
は
こ
れ
に
ど

う
応
え
る
べ
き
な
の
か
。
日
本
は
台
湾
を
捨
て

去
っ
た
、
と
い
う
テ
ー
マ
は
映
画
「
海
角
七
号
」

で
も
描
か
れ
て
い
た
が
、
少
年
工
た
ち
も
ま
た

見
捨
て
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は

も
う
少
し
矜
恃
を
保
ち
、
公
正
と
信
義
の
あ
る

諸
国
民
を
峻
別
す
べ
き
で
は
な
い
か
。（
齋
藤
・

記
） 

                            

春の叙勲、台湾から３人受章 

日本政府による４月２９日付発表の２０１３年春の
叙勲受章者の外国人叙勲のうち、台湾からは次の方々
３名が受章されました。 

○許 敏恵さん（８９） 元・台日文化経済協会会長、
台湾京都大学同窓会会長 旭日中綬章 

○鄭 世松さん（８２） 元・台日商務協議会会長、現・
東亜経済人会議台湾委員会名誉副会長、元・中国国
際商業銀行頭取、東京支店長 旭日中綬章 

○李 雪峰さん（８６） 現・台湾高座台日交流協会理
事長（初代） 旭日小綬章 
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平沼赳夫・日華親善議員連盟会長から台湾高座会各区会代表に

感謝状贈呈

感謝状を手にする台湾高座会各区会代表 

北村友雄幹事の詩吟 ノーベル化学賞受賞者・根岸英一さんの独唱 

美味しいパスタとコーヒーで、皆様のお越しをお待ちしております！ 
＜プロント 越谷レイクタウン店＞  
〒343-0826 埼玉県越谷市東町４－２１－１ イオンレイクタウンＫＡＺＥ Ｃ２０１ 

TEL：048-934-3201 最寄り駅：越谷レイクタウン駅 

営業時間：平日、土、日、祝日 カフェ 9:00～17:00 バー 17:00～23:00 定休日：無休 

＜プロント 大手町カンファレンスセンター店＞  
〒100-0004 東京都千代田区大手町１－３－２ 大手町カンファレンスセンターＢ１Ｆ 

TEL：03-6212-0036 最寄り駅：大手町駅 

営業時間：平日 カフェ 7:00～17:00 バー 17:00～23:00 土 カフェ 8:00～17:00 定休日：日祝 

＜プロント カレッタ汐留店＞  
〒105-0021 東京都港区東新橋１－８－２ カレッタ汐留Ｂ２Ｆ 

TEL：03-5537-2344 最寄り駅：汐留駅、新橋駅 

営業時間：平日 カフェ 7:00～17:30 バー 17:30～23:00 土 カフェ 10:00～17:30 

バー 17:30～22:00 日、祝日 カフェ 10:00～18:00 定休日：不定休 

歓迎大会開催の経緯を説明する石川実行委員長 
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北
ビ
ル
マ
で
の 

国
民
党
軍
と
日
本
軍
の
死
闘 

川
村
淳
一 

一
見
台
湾
と
は
直
接
の
関
わ
り
が
な
さ
そ
う

な
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
実
は
ビ
ル
マ
（
現
ミ
ャ

ン
マ
ー
）
は
台
湾
と
も
結
び
つ
き
が
あ
る
の
で

す
。
私
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
駐
在
し
て
い
た
二
〇

〇
九
年
、
現
地
合
弁
会
社
の
専
任
運
転
手
の
父

親
は
八
〇
歳
台
で
す
が
、
台
湾
出
身
で
し
た
。

太
平
洋
戦
争
中
は
国
民
党
軍
に
属
し
、
戦
後
は

ビ
ル
マ
国
軍
の
空
軍
軍
人
と
し
て
働
い
た
と
い

う
彼
の
数
奇
な
経
歴
を
知
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦

時
中
の
ビ
ル
マ
に
お
け
る
蒋
介
石
の
国
民
党
政

府
と
日
本
と
の
戦
い
に
関
心
が
向
き
、
自
分
な

り
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。
今
回
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ビ
ル
マ
で
の
日
本
軍
の
戦
い
と
い
え
ば
、
悪

名
高
い
「
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
」
を
挙
げ
ら
れ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
軍
と

英
印
中
心
の
連
合
国
軍
と
が
戦
っ
た
も
の
で
す

が
、
北
ビ
ル
マ
で
も
国
民
党
軍
と
日
本
の
ビ
ル

マ
方
面
軍
と
の
間
で
、
こ
れ
に
劣
ら
な
い
死
闘

が
あ
り
ま
し
た
。 

日
中
戦
争
が
勃
発
し
た
後
、
連
合
国
側
は
イ

ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
地
方
か
ら
北
ビ
ル
マ
を
経
由
、

中
国
の
雲
南
省
を
抜
け
て
重
慶
の
国
民
党
政
府

ま
で
の
軍
事
・
援
助
物
資
を
送
る
輸
送
路
、
い

わ
ゆ
る
「
援
蒋
ル
ー
ト
（
ビ
ル
マ
公
路
）」
を
建

設
し
て
、
国
民
党
政
府
と
軍
を
支
援
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
十
七

年
）
春
に
日
本
軍
が
ビ
ル
マ
を
占
領
し
、
こ
の

補
給
路
を
遮
断
し
た
結
果
、
国
民
党
政
権
の
屋

台
骨
が
危
う
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
連
合
国
側
は
圧
倒
的
な
制
空
権
の
も

と
で
、
補
給
路
を
物
資
の
空
輸
（
千
ト
ン
／
日

ベ
ー
ス
）
に
切
り
替
え
た
の
で
す
。
し
か
し
、

空
輸
で
は
ス
コ
ー
ル
等
の
悪
天
候
に
よ
る
停
滞

も
あ
る
た
め
に
、新
た
な
陸
上
補
給
路
と
し
て
、

北
ア
ッ
サ
ム
の
レ
ド
を
起
点
に
中
国
雲
南
省
の

昆
明
ま
で
の
、
レ
ド
公
路
（
全
長
千
八
百
キ
ロ
）

が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
レ
ド
公
路
は
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二

〇
年
）
一
月
に
完
工
し
ま
し
た
が
、
日
本
軍
は

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
同
時
並
行
的
に
、
印
支
遮

断
（
イ
ン
ド
と
中
国
の
連
絡
路
を
断
つ
）
を
目

的
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
断
作
戦
」
が
実
行
し
ま

し
た
。
こ
の
作
戦
の
も
と
、
中
国
雲
南
省
と
北

ビ
ル
マ
に
広
が
る
峻
険
な
山
岳
国
境
地
帯
で
は
、

国
民
党
軍
（
雲
南
遠
征
軍
）
二
〇
万
人
、
予
備

軍
を
入
れ
る
と
約
三
〇
万
人
と
日
本
の
ビ
ル
マ

方
面
軍
の
一
部
、
第
三
十
三
軍
の
二
万
人
強
と

が
激
戦
を
行
っ
た
の
で
す
。 

衛
立
煌
将
軍
が
率
い
る
蒋
介
石
直
属
の
雲
南

遠
征
軍
は
、
蒋
介
石
の
軍
事
顧
問
で
も
あ
っ
た
米

国
の
ス
チ
ル
ウ
ェ
ル
将
軍
の
支
援
に
よ
り
、
イ
ン

ド
で
連
合
軍
式
の
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
う

え
米
軍
と
同
様
の
近
代
兵
器
を
装
備
、
航
空
戦
力

の
支
援
の
も
と
に
新
た
な
補
給
ル
ー
ト
を
貫
通

さ
せ
る
目
的
で
、
ビ
ル
マ
国
境
に
向
け
て
進
軍
し

ま
し
た
。
戦
後
、
台
湾
を
占
領
し
た
国
民
党
軍
兵

士
は
、
粗
野
で
身
な
り
も
粗
末
な
中
国
兵
と
い
う

見
方
が
多
い
の
で
す
が
、
雲
南
遠
征
軍
の
兵
士
は
、

重
慶
の
国
民
党
政
府
が
選
抜
し
た
愛
国
心
の
強

い
学
徒
兵
で
、
十
代
の
若
い
兵
士
が
大
半
で
し
た
。

年
齢
か
ら
見
る
と
、
ま
さ
に
台
湾
少
年
工
と
重
な

る
く
ら
い
で
す
が
、
日
本
軍
が
そ
れ
ま
で
戦
っ
た

中
国
兵
と
は
装
備
も
士
気
も
大
き
く
異
な
る
軍

隊
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

日
本
側
第
三
十
三
軍
の
主
力
と
な
っ
た
久
留

米
出
身
の
龍
兵
団
と
菊
兵
団
も
、
陸
軍
の
中
で
は

精
鋭
と
い
わ
れ
た
師
団
で
、
は
じ
め
は
優
勢
に
戦

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
後
は
弾
薬
・
食
糧

の
補
給
も
な
く
な
り
、
圧
倒
的
な
装
備
と
人
員
を

誇
る
雲
南
遠
征
軍
に
包
囲
さ
れ
た
結
果
、
一
九
四

四
年
（
昭
和
十
九
年
）
九
月
の
竜
陵
会
戦
で
、
雲

南
省
に
あ
っ
た
龍
兵
団
の
拉
孟
（
ら
も
う
）、
騰

越
（
と
う
え
つ
）
の
守
備
陣
地
は
玉
砕
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
会
戦
で
最
終
的
に
日
本
側
は
四

千
三
百
人
、
中
国
側
は
六
万
三
千
人
が
亡
く
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
実
際
の
犠
牲
は
中
国
側
が

何
倍
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
戦

闘
で
の
日
本
軍
将
兵
の
奮
闘
は
、
蒋
介
石
も
称
え

る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
民
党
軍
の
雲
南
か
ら
ビ
ル
マ
へ
の
遠
征
の

結
果
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
元
国
民
党
軍
兵

士
だ
っ
た
方
が
、
今
は
引
退
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ヤ
ン
ゴ
ン
で
暮
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
実
際
に

は
、
少
な
か
ら
ぬ
国
民
党
系
の
元
兵
士
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
住
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
際
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
の
古
都
マ
ン
ダ
レ
ー
以
北
で
は
中
国

系
住
民
が
多
く
、
中
国
語
の
看
板
も
し
ば
し
ば
目

に
す
る
か
ら
で
す
。
お
そ
ら
く
は
、
日
本
兵
の
生

き
残
り
の
方
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
境
地
帯
な
ど

で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現

在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
民
主
化
が
す
す
ん
で
い
る
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
七
〇
年
前
の
日
中
の
死

闘
に
も
思
い
を
は
せ
て
み
た
い
も
の
で
す
。（
か

わ
む
ら
じ
ゅ
ん
い
ち
＝
昭
和
五
十
五
年
政
治
経

済
学
部
政
治
学
科
卒
業
） 

 

新
た
な
次
元
の
日
台
交
流
へ 

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
二
年 

劉 

彦
甫 

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
で
台
湾
が
破

格
の
義
捐
金
を
日
本
に
寄
付
し
た
こ
と
も
あ
り
、

近
年
日
本
に
お
い
て
親
台
度
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
身
を
も
っ
て
感
じ
ら
れ
る
。
尖
閣
諸
島

(

台
湾
名:

釣
魚
台)

に
お
い
て
領
土
問
題
が
あ

る
が
、漁
協
協
定
を
締
結(

沖
縄
の
反
発
が
あ
る

が)

し
た
こ
と
か
ら
も
日
台
関
係
は
非
常
に
良

好
で
あ
る
と
い
え
、
日
台
交
流
が
今
後
も
盛
ん

に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。一
方
で
、

現
在
の
日
台
交
流
に
は
弱
点
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。「
親
台
の
人
は
多
い
が
、
知
台
の
人
は

少
な
い
。」「
親
日
の
人
は
多
い
が
、
知
日
の
人

は
少
な
い
。」
こ
れ
が
、
私
が
日
本
と
台
湾
に
お

い
て
よ
く
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
在

の
日
台
交
流
の
弱
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現

在
の
日
台
交
流
は
文
化
面
が
中
心
で
あ
る
。
日

本
と
台
湾
は
相
互
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
を
展
開
し
、
そ
れ
は
一
応
の
成
功
を
収
め

て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ

の
市
民
に
相
手
へ
の
抽
象
的
な
好
印
象
を
も
た

ら
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
台

湾(

日
本)

が
好
き
な
一
般
の
日
本
人(

台
湾
人)

に
台
湾(

日
本)

の
政
治
・
経
済
・
社
会
・
歴
史

等
を
尋
ね
て
ど
こ
ま
で
の
返
答
を
期
待
で
き
る

だ
ろ
う
か
。
私
の
実
体
験
で
は
、
台
湾
が
か
つ

て
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
い

台
湾
好
き
の
日
本
人
も
い
た
。
相
手
に
対
す
る

最
低
限
の
知
識
を
も
た
な
い
こ
の
よ
う
な
状
況

の
上
に
築
か
れ
て
い
る
関
係
は
い
ず
れ
誤
解
や

食
い
違
い
を
生
み
、
崩
壊
す
る
こ
と
に
な
る
可

会
員
・
会
友
寄
稿 
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能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
も
相

互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
新
た
な
次
元
の
日
台

交
流
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
台

交
流
を
扱
う
団
体
や
日
台
研
究
を
行
っ
て
い
る

機
関
が
互
い
に
分
か
れ
ず
緊
密
に
協
力
し
、
日

本
と
台
湾
へ
の
認
識
を
人
々
に
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
さ
ら
な
る
日
台
交
流
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
が
私
を
含
め
た

日
台
交
流
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
者
に
今
後
必

要
な
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
。 

                       

    

「
日
本
統
治
下
の
台
湾
」 

坂
野 

徳
隆  

著 

（
平
凡
社
新
書
） 

        
国
島
水
馬
（
く
に
し
ま 

す
い
ば
）
は
第
一
次

大
戦
直
後
の
一
九
一
六
年
（
大
正
五
年
）、
た
ま

た
ま
台
湾
に
博
覧
会
を
見
物
に
来
て
、
そ
の
ま
ま

一
九
三
四
年
（
昭
和
九
）
ま
で
居
着
き
、『
台
湾

日
日
新
報
』
に
臺
日
漫
畫
（
風
刺
漫
画
）
で
腕
を

揮
っ
た
漫
画
記
者
。
い
つ
日
本
で
生
ま
れ
、
ま
た

日
本
に
戻
っ
て
か
ら
も
何
を
し
て
い
た
の
か
は

記
録
に
な
い
、
謎
に
包
ま
れ
た
人
物
ら
し
い
。
と

も
あ
れ
、
台
湾
新
聞
界
に
初
め
て
漫
画
を
持
ち
込

ん
だ
国
島
は
、
約
二
〇
年
間
台
湾
の
政
治
、
経
済
、

世
相
、
事
件
を
は
じ
め
風
習
・
風
俗
を
風
刺
し
た

漫
画
を
連
載
し
、
当
時
の
貴
重
な
市
井
の
記
録
と

も
な
っ
て
い
る
。
日
本
国
内
の
時
事
漫
画
と
比
較

し
て
も
興
味
深
い
と
思
う
が
、
こ
れ
を
現
在
の
歴

史
観
で
論
ず
る
の
は
誤
り
だ
と
思
う
。 

 

「
路(

ル
ウ)

」 吉
田 

修
一 

著
（
文
芸
春
秋
） 

        

台
北
・
高
雄
間
三
四
五
㎞
を
最
高
時
速
三
百
㎞

で
結
ぶ
台
湾
新
幹
線
（
台
湾
高
速
鐵
道
／Taiw

an 
H

igh Speed R
ail

）
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紆
余

曲
折
の
道
の
り
、
と
思
い
き
や
、
日
本
人
女
性
と

台
湾
人
青
年
の
す
れ
違
い
や
複
数
の
人
間
関
係

が
絡
み
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
路
（
ル
ウ
）」
を

見
出
す
と
い
う
お
話
。
映
画
「
海
角
七
号
」
に
も

似
た
、
台
湾
と
日
本
の
特
別
な
関
係
を
描
い
た
作

品
。
色
々
な
視
点
か
ら
愉
し
め
る
。 

 

「
台
湾
海
峡 

一
九
四
九
」 

龍
應
台 

著
／
天
野
健
太
郎 

訳 

         

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
重
ね
に
明
ら
か
に
な
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
一
九
四
九
年
。
何
が
善
で
何
が
悪

か
で
片
付
け
ら
れ
な
い
、
重
い
話
で
す
。
意
外

な
方
々
の
経
験
が
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
。 

                                   

書 

籍 

紹 

介 齋
藤 

晃 

鈴木歯科クリニック 
Suzuki Dental Clinic 

東京都豊島区池袋４-25-1 適切な口腔ケア（歯ブラシ・舌ブラシなど）で歯周病は予防できます！ 
紘亜ビル１Ｆ 〒171-0014 更に、カゼ、インフルエンザの予防になります！ 

Phone 03-5950-8241 

Fax 03-5950-8242 

 

歯科医師／歯学博士 

鈴 木 章 敬 
Akiyoshi Suzuki,D,D,S.,Ph.d. 

タバコ 肥満は歯周病リスクを高めます 

よく噛んで！ 歯周病予防と肥満予防！ 

口腔ケアで高齢要介護者の 
誤嚥性肺炎を予防しましょう！ 
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「
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」（
嘉 

農
） 

製
作 

魏
徳
聖
／
監
督 

馬
志
翔 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
年
）、
台
湾
の
嘉
義
農

林
学
校
野
球
部
は
近
藤
兵
太
郎
監
督
（
松
山
商

業
学
校
‐
早
稲
田
大
学
）
の
も
と
第
十
七
回
全

国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
（
現
・
全
国
高
校

野
球
選
手
権
大
会
）
夏
の
甲
子
園
に
出
場
し
、

決
勝
戦
で
０
‐
４
で
敗
れ
た
も
の
の
、
こ
の
年

か
ら
史
上
唯
一
の
三
連
覇
を
達
成
す
る
中
京
商

業
と
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
。
本
作
品
は
嘉
義

農
林
の
準
優
勝
ま
で
の
道
と
八
田
與
一
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
織
り
込
ん
だ
も
の
、
と
の
こ
と
。 

戦
績
は
、
二
回
戦 

対 

神
奈
川
商
工 

３
‐

０ 

、
準
々
決
勝 

対 

札
幌
商
１
９
‐
７
、
準

決
勝 

対 

小
倉
工
１
０-

２
、
初
出
場
な
が
ら

大
変
な
快
挙
。
メ
ン
バ
ー
は
、
１
番 

平
野
保
郎

（
羅
保
農 

本
名
不
詳
・
ア
ミ
族
） 

外
野
手
、

２
番 

蘇
正
生 

外
野
手
、
３
番 

上
松
耕
一
（
陳

耕
元 

本
名
ア
シ
ワ
ツ
） 

内
野
手
、
４
番 

呉
明

捷 

投
手
、
５
番 

東
和
一
（
藍
明
德 

本
名
ラ
ワ

イ
） 

捕
手
、
６
番 

真
山
卯
一
（
拓
弘
山 

本
名

マ
ヤ
ウ
） 

内
野
手
、７
番
～
９
番
は
日
本
人
で
、

小
里
初
雄
、
川
原
信
男
（
内
野
手
）、
福
島
又
男

（
外
野
手
）、ま
た
補
欠
は
崎
山
敏
雄
、里
正
一
、

谷
井
公
好
、
積
真
哉
、
劉
蒼
麟
、
と
い
う
記
録

が
残
っ
て
い
る
。
映
画
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い 

結
局
近
藤
監
督
率
い
る
嘉
義
農
林
チ
ー
ム
は
、

春
一
回
、
夏
四
回
甲
子
園
に
出
場
と
い
う
輝
か

し
い
記
録
を
残
し
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
投
手
・
四
番
打
者
の
呉
明
捷
は
早
稲
田

大
学
に
進
ん
で
一
塁
を
守
り
四
番
打
者
、
長
嶋

茂
雄
に
破
ら
れ
る
ま
で
東
京
六
大
学
の
本
塁
打

記
録
を
保
持
し
た
。 

な
お
、
近
藤
は
名
監
督
飛
田
穂
洲
（
明
治
十

九
年
生
）
の
二
年
下
、
近
藤
が
野
球
部
に
い
た

か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
交
流
は
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。「
熱
球
三
十
年
」に
は
見
あ
た
ら
ず
。 

監
督
は
「
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
」
で
頭
目
・
ワ

リ
ス
を
演
じ
た
馬
志
翔
、「
海
角
七
号
」「
セ
デ

ッ
ク
・
バ
レ
」
の
魏
徳
聖
監
督
は
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
回
っ
た
。
日
本
か
ら
は
近
藤
兵
太
郎
役
の

永
瀬
正
敏
、
八
田
與
一
役
の
大
沢
た
か
お
、
伊

川
東
吾
、
坂
井
真
紀
が
出
演
し
て
い
る
。 

台
湾
で
の
上
映
は
来
年
二
〇
一
四
年
春
節
の

予
定
、
そ
の
あ
と
夏
の
甲
子
園
に
合
わ
せ
た
日

本
上
映
も
目
指
し
て
い
る
。 

 

「
台
湾 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」 

監
督 

酒
井
充
子 

公
式
サ
イ
ト 

基
本
デ
ー
タ
よ
り 

情
報:

日
本
統
治
時
代
を
経
て
、第
二
次
世
界

大
戦
、
二
二
八
事
件
、
白
色
テ
ロ
の
時

代
を
生
き
抜
い
た
台
湾
の
〈
日
本
語
世

代
〉
と
呼
ば
れ
る
老
人
た
ち
の
人
生
に

寄
り
添
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー 

説
明:

東
日
本
大
震
災
の
際
、台
湾
か
ら
は
二

百
億
円
を
超
え
る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、

昨
年
に
は
日
本
か
ら
過
去
最
高
の
約
百

四
十
四
万
人
が
台
湾
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
日
本
に
親
し
い
国
と

し
て
関
心
を
集
め
る
台
湾
。 

http://www.u-picc.com/taiwanidentity/ 

 

                    

当
会
会
友
の
酒
井
充
子
監
督
に
よ
る
「
台
湾

人
生
」（
〇
九
）、「
空
を
拓
く-

建
築
家
・
郭
茂

林
と
い
う
男
」（
十
三
）
に
続
く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
作
品
。
本
年
七
月
六
日
（
土
）
よ
り
ポ
レ

ポ
レ
東
中
野
で
公
開
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
神
奈
川
は
じ
め
、
甲
信
越
、
東
海
、

関
西
、
九
州
、
沖
縄
で
順
次
公
開
の
予
定
。 

「
か
つ
て
日
本
人
だ
っ
た
人
た
ち
が
語
る
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
」。
是
非
作
品
を
観
て
、
台
湾
を
応

援
し
ま
し
ょ
う
。 

ス
タ
ッ
フ 
監
督:
酒
井
充
子
、 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー:

植
草
信
和
、
古
関
智
和
、 

製
作
総
指
揮:

菊
池

笛
人
、
小
林
三
四
郎
、 
企
画:

片
倉
佳
史
、 

撮
影:

松
根
広
隆
、 

編
集:

糟
谷
富
美
夫
、 

音
楽:

廣
木

光
一
、 

ナ
レ
ー
タ
ー:

東
地
宏
樹 

                                   

映 

画 

紹 

介 齋
藤 

晃 

第１６期定時総会 会場風景 
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前
回
総
会
以
降
入
会
さ
れ
た
会
員
・
会
友
の

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
台
湾
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
か
た
が
た
で
す
。
ま
た
学
生
会
員
・
会
友

の
入
会
が
増
え
て
い
ま
す
。 

【 

新 

会 

員 

】 

石
井 

達
也
（
い
し
い 

た
つ
や
）
さ
ん 

昭
和
五
九
年
政
治
経
済
学
部
政
治
卒
業 

入
会

動
機:

日
台
友
好 

笠
原 

学
（
か
さ
は
ら 

ま
な
ぶ
）
さ
ん 

昭
和
四
七
年
理
工
学
部
卒
業 

※
再
入
会 

佐
藤 

貴
仁
（
さ
と
う 

た
か
ひ
と
）
さ
ん 

日
本
語
教
育
研
博
士
後
期
課
程 

学
生
会
員 

篠
江 

裕
行
（
し
の
え 

ひ
ろ
ゆ
き
）
さ
ん 

平
成
二
二
年
商
学
部
商
研
修
士
在
学
中 

学
生

会
員 

入
会
動
機:

二
〇
〇
九
年
～
二
〇
一
一

年
一
月
ま
で
国
立
台
湾
大
学
に
ダ
ブ
ル
デ
イ
リ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
留
学
し
て
い
た
た
め
、
日
本

で
も
台
湾
と
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
い
。 

篠
山 

秀
夫
（
し
の
や
ま 

ひ
で
お
）
さ
ん 

昭
和
四
八
年
教
育
学
部
卒
業 

入
会
動
機:

お

世
話
に
な
っ
た
諸
先
輩
と
の
交
流
。 

柴
田 

巧
（
し
ば
た 

た
く
み
）
さ
ん 

昭
和
六
二
年
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
了 

入

会
動
機:

日
台
関
係
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

思
い
入
会
を
希
望
し
ま
す
。 

鈴
木 

康
徳
（
す
ず
き 

や
す
の
り
）
さ
ん 

平
成
十
一
年
政
治
経
済
学
部
政
治
卒
業 

入
会

動
機:

数
年
前
か
ら
毎
年
、
台
湾
校
友
会
に
参
加

し
て
お
り
、
日
台
稲
門
会
の
方
々
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
台
湾
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
続
け
、
台
湾
と
の
交
流
を
深
め
て
行

き
た
い
。 

石 

超
宇
（
せ
き 

ち
ょ
う
う
）
さ
ん 

平
成
十
五
年
早
稲
田
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル 

入

会
動
機:

台
湾
の
好
き
な
方
と
交
流
し
た
い
。 

高
橋 

史
郎
（
た
か
は
し 

し
ろ
う
）
さ
ん 

昭
和
五
八
年
第
一
文
学
部
卒
業 
 

チ
ェ
ン
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
（C

H
E

N
 

C
H

R
IS

TIN
E

）
さ
ん 

社
会
科
学
部
在
学
中 

学
生
会
員 

入
会
動

機:

日
本
の
先
輩
方
と
の
交
流
、
日
本
人
の
友
人

作
り
。 

平
山 

泰
朗
（
ひ
ら
や
ま 
や
す
ろ
う
）
さ
ん 

平
成
九
年
政
治
経
済
学
部
経
済
卒
業 

 

松
田 

哲
也
（
ま
つ
だ 

て
つ
や
）
さ
ん 

平
成
元
年
社
会
科
学
部
卒
業 

松
原 

仁
（
ま
つ
ば
ら 

じ
ん
）
さ
ん 

昭
和
五
六
年
商
学
部
卒
業 

三
村 

達
也
（
み
む
ら 

た
つ
や
）
さ
ん 

文
化
構
想
学
部
在
学
中 

親
子
会
員 

宮
下 

繁
明
（
み
や
し
た 

し
げ
あ
き
）
さ
ん 

昭
和
五
六
年
商
学
部
卒
業
（
早
稲
田
精
神
昂
揚

会
） 

入
会
動
機:

台
湾
と
日
本
と
の
友
好
関
係

を
深
め
た
い
。 

山
口 

拓
（
や
ま
ぐ
ち 

た
く
）
さ
ん 

平
成
十
八
年
大
学
院
公
共
経
営
研
究
所
卒
業 

山
本 

彩
加
（
や
ま
も
と 

さ
い
か
）
さ
ん 

社
会
科
学
部
在
学
中 

学
生
会
員 

入
会
動

機:

岩
永
先
生
の
講
義
を
通
し
て
台
湾
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
九
日
の
日
台
稲
門

会
で
の
羅
坤
燦
副
代
表
の
講
演
と
日
台
交
流
の

集
い
を
通
じ
て
さ
ら
に
興
味
が
増
し
ま
し
た
。 

劉 

彦
甫
（
り
ゅ
う 

ち
ぇ
ん
ふ
）
さ
ん 

政
治
経
済
学
部
経
済
学
科
在
学
中 

学
生
会
員

入
会
動
機:

早
稲
田
大
学
の
発
展
と
台
湾
と
の

交
流
に
微
力
な
が
ら
寄
与
し
た
い
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
秋
季
講
演
会

と
懇
親
会
に
参
加
し
た
際
、
貴
会
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
で
き
た
こ
と
も
貴
会
に
入
会
す
る
動

機
で
す
。 

 

【 

新 

会 

友 

】 

飯
沼 

昭
治
（
い
い
ぬ
ま 

し
ょ
う
じ
）
さ
ん 

三
台
会
、
慶
應
義
塾
大 

牛
丸 

絵
梨
佳
（
う
し
ま
る 

え
り
か
）
さ
ん 

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
言
語
文
化
学

科 

学
生
会
友 

小
川 

隆
（
お
が
わ 

た
か
し
）
さ
ん 

三
台
会
、
慶
應
義
塾
大
経
商
部
卒
業 

塚
本 

正
樹
（
つ
か
も
と 

ま
さ
き
）
さ
ん 

入
会
動
機:

台
湾
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
及
び
友
好
関

係
推
進
。 

房
野 

忠
典
（
ぼ
お
の 

た
だ
の
り
）
さ
ん 

入
会
動
機:

日
本
に
と
っ
て
歴
史
的
に
も
っ
と

も
縁
の
あ
る
大
切
な
隣
国
の
台
湾
の
こ
と
を
勉

強
し
，
友
好
の
一
助
と
な
り
た
い
。 

圓
本 

武
喜
（
ま
る
も
と 

た
け
よ
し
）
さ
ん 

三
台
会
、
慶
應
義
塾
大 

宮
内 

真
由
子
（
み
や
う
ち 

ま
ゆ
こ
）
さ
ん 

 和
田 

滋
（
わ
だ 

し
げ
る
）
さ
ん 

三
台
会
、
昭
和
四
九
年
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

社
会
学
卒
業 

入
会
動
機:

台
湾
で
の
早
慶
戦

以
来
の
縁
を
大
切
に
し
て
、
日
台
交
流
に
協
力

し
た
い
。 

 

ま
た
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
次
の
か

た
が
た
が
退
会
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 

【 

退
会
会
員
・
会
友 

】 

浅
井 

利
明
さ
ん
、
小
曾
根
将
隆
さ
ん
、
簡
野 

肇
平
さ
ん
、
近
藤
良
三
郎
さ
ん
、
白
鳥 

和
夫

さ
ん
、
譽 

清
輝
さ
ん
、
鴇
田 

一
夫
さ
ん
、

宗
像
亀
美
男
さ
ん
、藍 

進
明
さ
ん
、小
鮒 

慶

子
さ
ん
、
ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
シ
リ
ュ
ー

ク
さ
ん
、
坂
井 

優
さ
ん 

       

新
会
員
・
会
友
紹
介 
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今
回
の
研
修
旅
行
は
小
生
が
早
稲
田
で
講
座

を
始
め
て
か
ら
早
や
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
三
月

三
日
～
八
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
て
、
十
六
名
の

学
生
を
連
れ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は

初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
立
法
院
を
訪
問
。
今
年

度
の
ゼ
ミ
生
の
中
に
日
華
議
員
懇
談
会
台
湾
側

会
長
で
あ
る
李
鴻
鈞
立
法
委
員
の
甥
（
劉
彦
甫
く

ん
）
が
在
籍
し
た
こ
と
も
あ
り
、
立
法
院
を
見
学

し
ま
し
た
。
江
宜
樺
・
行
政
院
長
と
民
進
党
議
員

の
白
熱
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
王
金
平

院
長
も
議
会
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
写
真
撮

影
に
出
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
の
学
生
も
講

義
で
学
ん
で
き
た
こ
と
と
台
湾
の
現
実
の
姿
を

自
分
の
目
で
確
か
め
な
が
ら
、
更
に
突
っ
込
ん
で

日
台
関
係
を
知
り
た
い
と
の
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
特
に
交
流
協
会
で
の
質
疑
応
答
は

際
限
な
く
、
幸
い
に
も
岡
田
部
長
が
時
間
オ
ー
バ

ー
問
題
な
し
と
の
こ
と
で
昼
食
時
間
に
大
幅
に

食
い
込
み
、
最
終
的
に
質
問
を
打
ち
切
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
程
で
し
た
。
研
修
で
は
い
ろ
い
ろ
な

角
度
か
ら
台
湾
の
政
治
・
経
済
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
台
湾
の
若
者
の
意
見
も
聞
け
る
よ
う
に

台
湾
大
學
学
生
と
の
討
論
会
・
懇
親
会
も
手
配
し

ま
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
以
下
通
り
で
し
た
が
、

訪
問
・
面
談
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
話
が

多
く
、
個
別
に
詳
細
を
記
載
し
た
い
所
で
す
が
、

紙
面
上
の
制
約
が
あ
り
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
み
後
述

す
る
こ
と
と
し
、
添
付
写
真
・
以
下
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
よ
り
類
推
下
さ
い
。 

李
元
総
統
は
岩
永
ゼ
ミ
生
の
訪
問
を
気
に
い

っ
て
い
た
だ
き
、
予
て
よ
り
「
何
時
で
も
い
い
か

ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
高
齢
だ
け
に
、
健
康
状
態
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
寧
ろ
昨
年
よ
り
元
気
に
な
ら
れ
た
と
感
じ
る

程
で
し
た
。「
世
界
の
た
め
に
ア
ジ
ア
の
指
導
者

た
れ
」
と
言
う
演
題
で
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
質
疑
応
答
に
な
り
、
学
生
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
質
問
が
出
る
に
つ
れ
、
益
々
熱
が
こ
も
り
、
二

時
間
半
に
及
ぶ
面
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

も
別
れ
際
に
「
岩
永
ゼ
ミ
生
と
の
面
談
は
楽
し
い

ね
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
達

も
偉
大
な
政
治
家
の
話
に
強
い
感
銘
を
受
け
た

様
子
で
し
た
。 

三
三
会
（
台
湾
に
お
け
る
大
手
企
業
の
団
体
）

と
の
昼
食
会
で
は
江
丙
坤
会
長
が
初
め
て
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
海
峡
交
流
基
金
会
会

長
と
し
て
中
台
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
両
岸
経
済
協
力
枠
組

協
定
）
の
締
結
、
交
渉
に
忙
殺
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
昨
年
海
基
会
会
長
を
退
か
れ
、
今
回
は

三
三
会
会
長
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
以
前
よ
り
進
め
て
い
た
日
台
交
流
に
更
に

貢
献
し
た
い
、
学
生
と
の
懇
談
も
大
事
だ
と
言
う

事
で
、
国
賓
大
飯
店
に
て
豪
勢
な
食
事
を
ご
馳
走

に
な
り
ま
し
た
。 

二
二
八
記
念
館
を
案
内
し
て
く
れ
た
䔥
錦
分

氏
は
酒
井
充
子
監
督
の
「
台
湾
人
生
」
に
も
登
場

さ
れ
て
い
る
方
で
、
実
体
験
に
基
づ
き
真
に
迫
る

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
南
部
訪
問
は

今
年
も
烏
山
頭
ダ
ム
を
訪
れ
ま
し
た
。
ゼ
ミ
生
の

前
田
く
ん
が
八
田
與
一
の
高
校
の
後
輩
で
あ
る

為
、
昨
年
に
引
き
続
き
訪
問
し
た
次
第
で
す
。
台

南
科
学
園
区
も
訪
問
、
台
湾
の
電
子
分
野
の
巨
大

さ
、
先
進
性
に
は
驚
い
た
よ
う
で
す
。
嘉
義
か
ら

台
南
ま
で
の
全
工
程
を
台
南
市
が
す
べ
て
手
配

し
て
く
れ
、
台
南
の
郷
土
料
理
も
ご
馳
走
に
な
る

な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
バ
イ
オ
テ
ッ

ク
の
会
社
、
奇
美
実
業
の
社
会
貢
献
事
業
見
学
も

手
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

日
系
企
業
訪
問
と
し
て
は
瑞
穂
銀
行
を
訪
問

し
ま
し
た
。
戦
前
の
日
本
勧
業
銀
行
時
代
か
ら
の

活
動
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
、
金
融
分
野
で
の
突
っ

込
ん
だ
台
湾
へ
の
関
与
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。
亜
東

関
係
協
会
訪
問
は
小
生
の
再
確
認
が
漏
れ
て
い

た
た
め
、
す
れ
違
い
と
な
り
、
急
遽
古
巣
の
台
湾

住
商
に
立
ち
寄
り
と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
の
晩
は
台
北
稲
門
会
の
夕
食
会
に
招
待

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
と
違
っ
た
手
法

で
と
言
う
こ
と
で
萩
谷
先
輩
が
台
湾
の
デ
ー
タ

を
纏
め
て
説
明
い
た
だ
き
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
先
輩
・
後
輩
交
え
て
の
飲
み
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
や
る
学
生
が

い
な
く
て
、
比
較
的
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
飲
み
会

と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
学
生
の
な
か
に
は
日
本
の
戦
後
教
育

の
中
で
加
害
者
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
た
者
も

お
り
、
い
ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
比
較
的
高
齢
な
方
ば
か
り
で
な
く
、
台
湾

大
学
学
生
と
の
討
論
会
・
夕
食
会
を
通
じ
て
若
者

も
非
常
に
親
日
的
で
、
中
・
韓
の
歴
史
批
判
と
は

違
う
、
客
観
的
事
実
に
基
づ
く
台
湾
の
肯
定
的
歴

史
観
が
あ
る
事
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
で
す
。 
（
日
台
稲
門
会
会
長 

岩
永
記
） 

                       

李登輝元総統の講演・討論会 二時間半に及ぶ 八田與一記念像の前で 

岩
永
台
湾
講
座
生
台
湾
研
修 

二
〇
一
三
年
三
月 

岩
永 

康
久 
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２０１３年３月 早稲田大学 岩永ゼミ台湾研修 

２０１３／３／３（日） １３：２５ 集合 成田空港第二ターミナル（スカイツアカウンター前） 

 １５：２５ 成田発 ＣＸ－４５１ 台北桃園 １８：３５ 

   

４日（月） 市内観光 故宮博物院・忠烈祠・１０１・龍山寺・中正紀念堂 

 昼食 三三会 江丙坤会長・郭秘書長（國賓飯店） 

 夕食 夜市 

   

５日（火） ９：２０～１０：３０ 立法院（李鴻鈞立法委員）王金平院長 

 １１：００～１２：３０ ２２８紀念館（“台湾人生”䔥錦文氏 案内） 

 １４：００～１５：３０ 亞東關係協会 廖了以会長 ⇒ 台湾住商に変更 

 １６：００～ 台湾大學 討論会 

 夕食 台湾大學 親睦会 

   

６日（水） ８：００ 台北発 高鐡嘉義 ９：２４ 

  烏山頭ダム（八田與一） 

  台南科学園区（＋企業訪問） 

  台南市 趙国際局長 

 ２０：１５ 台南発（２２：００ 台北着） 

   

７日（木） ９：００～１０：３０ 瑞穂銀行（馬場支店長） 

 １０：４５～１２：００ 交流協会（岡田部長） 

 １５：００～１７：３０ 李登輝元総統 

 夕食 １９：００ 台北稲門会（樺慶川菜） 

８日（金） 台北桃園 １２：５０ ＣＸ－４５０ 成田 １６：５５ 帰国 

江丙坤三三会会長（前海峡交流基金会会長） 

国賓大飯店にてご馳走に 

台北稲門会主催歓迎会 陳光敏台湾校友会 

会長も参加、後方が長田幹事長 

立法院委員会室にて 李鴻鈞立法委員（日華議員

懇談会副会長） ＴＶで放映される乱闘騒ぎは 

この場所です 立法院前で 王金平立法院長、李鴻鈞立法委員と 
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第
一
条
（
名
称
） 
本
会
は
日
台
稲
門
会
と
称

す
る
。 

第
二
条
（
目
的
） 

本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、早
稲
田
大
学
の
発
展
に
協
力
し
、

あ
わ
せ
て
台
湾
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。 

第
三
条
（
会
員
お
よ
び
会
友
資
格
） 

会
員
は

日
本
に
居
住
す
る
早
稲
田
大
学
の
校
友
ま

た
は
学
生
で
、
多
少
で
も
台
湾
に
ゆ
か
り

の
あ
る
者
と
す
る
。 

２
、
会
友
は
本
会
活
動
目
的
に
賛
同
す
る
者

で
、
会
員
の
推
薦
に
よ
り
幹
事
会
で
決
定

す
る
。 

第
四
条
（
役
員
の
選
出
） 

本
会
は
次
の
役
員

を
置
く
。 

会
長
一
名
、
副
会
長
若
干
名
、
幹
事
長
一

名
、
副
幹
事
長
一
名
①
、
幹
事
若
干
名
、

会
計
一
名
。 

２
、
会
長
は
幹
事
会
の
推
薦
を
経
て
総
会
で

選
定
す
る
。 

３
、
副
会
長
、
幹
事
長
、
副
幹
事
長
①
、
幹

事
、
会
計
は
幹
事
会
の
推
薦
を
経
て
会
長

が
委
嘱
す
る
。 

第
五
条
（
役
員
の
任
期
） 

役
員
の
任
期
は
次

の
よ
う
に
す
る
。 

一
、
会
長
の
任
期
は
定
期
総
会
終
了
の
時
か

ら
二
年
後
の
定
期
総
会
終
了
の
時
ま
で
と

す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。 

二
、
会
長
以
外
の
役
員
の
任
期
も
会
長
の
任

期
に
準
じ
る
。 

第
六
条
（
役
員
の
職
務
） 

役
員
は
次
の
会
務

を
執
行
す
る
。 

一
、
本
会
の
諸
会
合
に
関
す
る
こ
と 

二
、
会
員
名
簿
の
整
理
並
び
に
発
行
に
関
す

る
こ
と 

三
、
そ
の
他
の
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な

る
行
事
の
企
画
。 

第
七
条 

（
会
長
・
副
会
長
・
幹
事
長
・
副
幹
事

長
②
の
職
務
） 

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、

本
会
の
運
営
を
統
括
す
る
。 

２
、
幹
事
長
は
会
長
・
副
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
・
副
会
長
に
事
故
あ
る
時
は
こ
れ
に

代
わ
る
。 

３
、
副
幹
事
長
は
幹
事
長
を
補
佐
し
、
当
会

の
円
滑
な
る
運
営
を
図
る
。 

第
八
条（
監
査
役
） 
本
会
は
監
査
役
を
置
く
。 

２
、
監
査
役
は
会
長
の
委
嘱
を
経
て
総
会
で

選
出
す
る
。 

３
、
監
査
役
は
会
計
監
査
を
執
行
す
る
。 

４
、
監
査
役
の
任
期
は
定
時
総
会
の
時
か
ら

二
年
間
と
す
る
。 

５
、
任
期
の
満
了
前
に
退
任
し
た
監
査
役
の

補
欠
と
し
て
選
任
さ
れ
た
監
査
役
の
任
期

は
、
退
任
し
た
監
査
役
の
任
期
の
満
了
す

る
時
ま
で
と
す
る
。 

 第
九
条
（
幹
事
会
） 

幹
事
会
は
、
会
長
、
副

会
長
、
幹
事
長
、
副
幹
事
長
①
、
幹
事
、

会
計
を
も
っ
て
構
成
し
、
必
要
に
応
じ
て

会
長
が
召
集
し
て
本
会
の
運
営
に
必
要
な

事
項
を
協
議
、
決
定
す
る
。 

第
十
条
（
総
会
） 

本
会
は
幹
事
会
の
決
定
を
経

て
毎
年
一
回
、
会
長
の
招
集
に
よ
り
定
期

総
会
を
開
催
す
る
。
た
だ
し
、
会
長
が
必

要
と
認
め
た
時
は
、
幹
事
会
の
議
を
経
て

臨
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

定
期
、
臨
時
総
会
に
お
い
て
会
長
は
議
長

と
な
り
、
決
議
は
出
席
会
員
の
過
半
数
を

も
っ
て
成
立
す
る
。 

第
十
一
条
（
事
務
所
） 

本
会
の
事
務
所
は
、
関

東
地
区
内
の
役
員
宅
に
置
く
。 

第
十
二
条
（
経
費
） 

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、

寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
支
払

う
。 

第
十
三
条
（
入
会
金
お
よ
び
年
会
費
） 

本
会

の
会
費
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一
、
入
会
金
は
金
二
，
〇
〇
〇
円
と
し
、
年

会
費
は
金
五
，
〇
〇
〇
円
と
す
る
。 

二
、
年
会
費
を
継
続
し
て
三
年
間
未
納
の
場

合
は
、本
会
を
退
会
し
た
も
の
と
見
做
す
。 

三
、
学
生
会
員
お
よ
び
卒
業
後
１
年
未
満
の

会
員
は
年
会
費
を
免
除
す
る
。
ま
た
学
生

会
友
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
準
ず
る
。
④ 

第
十
四
条
（
会
計
年
度
） 

本
会
の
会
計
年
度

は
四
月
一
日
よ
り
翌
年
の
三
月
三
十
一
日

ま
で
と
す
る
。 

第
十
五
条
（
名
誉
会
長
、
顧
問
） 

名
誉
会
長
、

顧
問
は
幹
事
会
の
推
薦
を
経
て
会
長
が
委

嘱
す
る
。 

第
十
六
条
（
会
則
の
改
訂
） 

本
会
則
の
改
訂

を
必
要
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
直
近

の
総
会
に
お
い
て
事
後
承
認
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
③ 

（
付
則
） 

本
会
則
は
平
成
九
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。 

平
成
十
二
年
四
月
十
五
日 

一
部
改
訂 

平
成
十
三
年
四
月
七
日 

一
部
改
訂 

平
成
十
五
年
四
月
十
二
日 

一
部
改
訂 

平
成
二
十
四
年
六
月
九
日 

一
部
改
訂 

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日 

第
四
条
、第
七
条
、

第
九
条
、第
十
三
条 

改
訂
、第
十
六
条 

新

設 

 

【
備 

考
】 

①
副
幹
事
長
の
設
置 

②
副
幹
事
長
の
位
置
付
け
と
職
務 

③
会
則
の
改
訂
方
法
（
第
九
条
か
ら
独
立
さ

せ
る
） 

④
学
生
会
員
・
会
友
の
年
会
費
免
除 

                   

日
台
稲
門
会
会
則 

改
訂
案 
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校
友
会
校
友
の
簡
燦
雲
様
が
二
月
二
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
（
享
年
九
十
二
）。
心
よ
り
お
悔
や
み

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
葬
儀
は
二
月
二
十
五
日
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

簡
燦
雲
老
菩
薩 

孝
男 

簡
肇
衡
様 

簡
肇
豪
様 

簡
肇
能
様 

 

二
〇
一
三
年
二
月
二
十
一
日 

日
本
・
早
稲
田
大
学
日
台
稲
門
会 

会
長 

岩
永
康
久 

幹
事
一
同 

 

弔 

辞
（
弔
電
） 

ご
尊
父
様
の
ご
逝
去
の
報
に
接
し
、

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

簡
燦
雲
様
は
早
稲
田
大
学
の
大
先
輩
で

あ
り
、
私
達
が
台
湾
に
勤
務
し
て
い
た

時
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

早
稲
田
大
学
校
友
会
の
発
展
に
多
大
な

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
日
本
と
台
湾

と
の
友
好
・
交
流
促
進
に
も
常
に
ご
高
配
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
日
台
稲
門
会
の
年
次
会
報
に
は

毎
年
貴
社
の
広
告
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、

日
本
で
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

長
年
の
ご
指
導
に
深
く
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

合
掌 

経
済
用
語
解
説
（
岩
永
会
長
記
事
に
関
し
） 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ 

Trans -P
acific S

trategic E
conom

ic 

P
artnership 

A
greem

ent 

ま
た
は
単
に 

Trans-P
acific P

artnership

（
環
太
平
洋
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
、
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
）
安
倍
首
相
は
「
聖
域
な
き

関
税
撤
廃
が
前
提
で
な
い
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
」
と
し
て
事
実
上
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
表

明
し
た
。 

Ｆ
Ｔ
Ａ 

F
ree Trade A

greem
ent

（
自
由
貿

易
協
定
）
物
品
の
関
税
、
そ
の
他
の
制
限
的

な
通
商
規
則
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
等
の
障
壁
な

ど
、
通
商
上
の
障
壁
を
取
り
除
く
自
由
貿
易

地
域
の
結
成
を
目
的
と
し
た
、
二
国
間
以
上

の
国
際
協
定
。 

Ｅ
Ｐ
Ａ 

経
済
連
携
協
定
（E

conom
ic 

P
artnership A

greem
ent

）
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
を
柱
と
し
て
、
関
税
撤
廃
な
ど

の
通
商
上
の
障
壁
の
除
去
だ
け
で
な
く
、
締

約
国
間
で
の
経
済
取
引
の
円
滑
化
、
経
済
制

度
の
調
和
、
お
よ
び
、
サ
ー
ビ
ス
・
投
資
・

電
子
商
取
引
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
領
域

で
の
連
携
強
化
・
協
力
の
促
進
な
ど
を
も
含

め
た
条
約
。 

Ｅ

Ｃ

Ｆ

Ａ 
E

conom
ic 

C
ooperation 

F
ram

ew
ork A

greem
ent

（
両
岸
経
済
協
力

枠
組
協
議（
海
峡
兩
岸
經
濟
合
作
架
構
協
議
）

台
湾
と
中
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
． 

Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ 

R
egional 

C
om

prehensive 
E

conom
ic P

artnership

（
東
ア
ジ
ア
地
域

包
括
的
経
済
連
携
）
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

加
盟
十
ヶ
国
に
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
、
印

度
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
六
ヶ
国
を
含
め
た
計
十
六
ヶ
国
で
Ｆ
Ｔ

Ａ
を
進
め
る
構
想
。 

〈
年
会
費
の
お
支
払
い
に
つ
い
て
〉 

平
成
二
十
五
年
度
年
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

左
記
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
銀
行
振
り
込
み
の
場
合 

三
井
住
友
銀
行
（
銀
行
コ
ー
ド
０
０
０
９
）

上
大
岡
支
店
（
店
番
５
６
６
） 

口
座
番
号
：
普
通
預
金
６
９
２
９
０
９
５ 

口
座
名
義
：
日
台
稲
門
会 

川
村
淳
一 

（
ニ
チ
タ
イ
ト
ウ
モ
ン
カ
イ
カ
ワ
ム
ラ
ジ
ュ

ン
イ
チ
） 

●
郵
便
局
振
り
込
み
の
場
合 

加
入
者
名
：
日
台
稲
門
会 

口
座
番
号
：
０
０
１
３
０−

８−

６
９
８
０
５ 

＊
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
の
払
込
金
受
領
書
を
も

っ
て
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
会
発
行
の
領
収
書
が
ご
入
用
の
場
合
は
、振

込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
そ
の
旨
ご
記
入
く
だ

さ
い
。 

               

                                   

訃 

報 

編 

集 

後 

記 

偶
然
と
い
う
も
の
は
不
思
議
な
も
の
で
あ

る
。
高
座
日
台
交
流
の
会
の
石
川
公
弘
会
長
が

大
和
市
議
会
議
長
の
折
に
元
台
湾
少
年
工
と

遭
遇
し
な
け
れ
ば
（
そ
の
前
に
市
長
が
留
守
で

な
け
れ
ば
）留
日
七
〇
周
年
歓
迎
大
会
は
な
か

っ
た
も
知
れ
な
い
し
、ま
た
李
登
輝
氏
が
総
統

に
な
ら
な
け
れ
ば
老
少
年
工
も
堂
々
と
高
座

会
を
結
成
で
き
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ま

た
、
編
集
子
に
し
て
も
台
湾
転
勤
の
発
令
が
下

ら
な
け
れ
ば
、一
生
台
湾
と
の
縁
故
は
な
か
っ

た
と
思
う
し
、殖
民
地
か
ら
見
た
近
代
史
に
向

き
合
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。 

明
治
維
新
以
降
を
総
て
否
定
す
る
史
観
が

あ
る
。
し
か
し
、
明
治
維
新
が
な
け
れ
ば
日
清

戦
争
も
な
く
、
台
湾
割
譲
も
な
か
っ
た
ろ
う

が
、
逆
に
日
本
が
列
強
の
植
民
地
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
可
能
性
は
高
か
っ
た
。西
欧
列
強
が
グ

ロ
ー
バ
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
航
海
時

代
と
と
も
に
は
じ
ま
り
、
今
も
残
っ
て
い
る
と

い
う
気
が
す
る
。 

決
し
て
上
か
ら
目
線
で
は
な
く
、
台
湾
の
歴

史
、
文
化
に
触
れ
る
と
、
日
本
の
国
家
と
し
て

の
道
程
が
見
え
て
く
る
。
だ
が
戦
後
日
本
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
何
と
な
く
曖
昧
に
な
っ

て
き
て
い
て
、
自
信
の
な
い
こ
と
夥
し
い
。
憲

法
議
論
で
も
前
文
の
あ
り
方
が
バ
ラ
バ
ラ
、校

友
の
元
首
相
は
「
相
手
の
嫌
が
る
事
は
し
な

い
」
と
言
っ
た
が
、
何
を
意
図
し
て
期
待
し
て

の
発
言
か
、
今
で
は
全
く
分
か
ら
な
い
。 

と
も
あ
れ
、コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
は
あ
っ
て
も

タ
イ
ワ
ン
タ
ウ
ン
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
、深

く
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。
（
編
集
子 

齋
藤
） 
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早
稲
田
大
学
校
友
会 

日
台
稲
門
会 

幹
事 

北
川
原
宣
夫 

E
-m

ail: 
k

ita
g

a
w

a
ra

jp
@

y
b

b
.n

e.jp
 

日
台
稲
門
会 

幹
事 

神

田

正

治 
E

m
ail :  

k
a

n
d

a
0

3
8

6
@

sta
r.ocn

.n
e.jp

 

株
式
会
社
大
和
総
研 

総
務
部 

次
長 

川

村

淳

一 

〒135-8460

東
京
都
江
東
区
冬
木
一
五
‐六 

電
話
０
３
（５
６
２
０
）５
０
８
３
（直
通
） 

E
m

ail : junichi.kaw
am

ura@
dir.co.jp 

小
野
間
恒
夫 

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
南
湖
五
‐一
五
‐五 

電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
６
７
（８
３
）２
６
１
１ 

早
稻
田
大
学
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
講
師 

早
稲
田
大
学
台
湾
研
究
所
招
聘
研
究
員 

岩

永

康

久 

〒162-0041

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町
五
三
一 

早
稲
田
大
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー120-1

号
館401

号
室 

電
話
０
３
（５
２
７
２
）６
１
９
２
内
線
３
０
１
０ 

日
台
稲
門
会 

幹
事
長 

高

橋

 

徹 
E

m
ail: 

toru
ta

k
a

2
0@

h
otm

a
il.com

 

ア
ジ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

阪

根

嘉

苗 

〒141-0021

東
京
都
品
川
区
上
大
崎 

二
‐一
〇
‐三
四
‐四
‐九
〇
八 

E
m

ail : sakane@
asian-bridge.com

 

日
台
稲
門
会
・稲
門
乗
馬
会 

齋

藤

 

晃 
東
京
都
新
宿
区
新
宿
六
‐二
五
‐十
五 

E
m

ail : akira_stj@
hotm

ail.com 

輿

石

邦

豊 

〒152-0002

東
京
都
目
黒
区 

目
黒
本
町
二
‐一
九
‐七 

電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（３
７
１
０
）１
６
６
９ 

携
帯
０
８
０
（１
１
３
７
）４
４
５
７ 

E
m

ail : kn.koshiishi@
w

ing.ocn.ne.jp  

日
台
稲
門
会 

幹
事 

北

村

友

雄 

〒231-0023

横
浜
市
中
区
山
下
町
九
八
番
地 

Ｇ
Ｓ
ハイ
ム
山
下
町 

五
一
六 

電
話
０
４
５
（６
８
１
）７
６
０
５ 

Em
ail: kiam

uratom
oo@jcom

.hom
e.ne.jp 

真
鍋
藤
正
税
理
士
事
務
所 

高
座
日
台
交
流
の
会 

副
会
長 

日
台
稲

門
会 

監
査
役 

真

鍋

藤

正 

神
奈
川
県
大
和
市
中
央
五
‐十
三
‐五 

電
話
０
４
６
（２
６
４
）３
０
５
０ 

日
台
稲
門
会 

幹
事 

萩

原

伸

一 
E

m
ail : 

shin_hagiw
ara50@

yahoo.co.jp 

日
台
稲
門
会 

幹
事 

中
島
淳 

税
理
士
事
務
所 

中

島

 

淳 

渋
谷
区
代
々
木
二
‐二
二
‐五 

カ
テ
リ
ー
ナ
代
々
木
二
〇
一 

E
m

ail : taxnakajim
a@

gm
ail.com

 

日
台
稲
門
会 

幹
事 

寺

田

 

修 
E

m
ail : 

osam
u.tera989@

gm
ail.com 

フ
ラ
ン
シ
ス
・イ
ン
タ
ー
・リ
ミ
テ
ッ
ド 

陳

惠

珍 

〒164-0013

東
京
都
中
野
区
弥
生
町 

二
‐
三
十
一
‐
十
八 

蒼
苑
ビ
ル 

h
ttp

://w
w

w
.m

sfran
ces.com

 
E

m
ail : ch

en
@

m
sfran

ces.com
 

早
稲
田
大
学
台
湾
研
究
所 

〒162-0041

東
京
都
新
宿
区
早
稲
田
鶴
巻
町
五
三
一 

早
稲
田
大
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー120-1

号
館401

号
室 

電
話
０
３
（５
２
７
２
）６
１
９
２
（内
線
３
０
１
０
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（３
２
０
８
）８
５
３
０ 

E
-m

ail:xxch
ian

g@
w

aseda.jp 

日
台
稲
門
会 

幹
事 

渡

邉

義

典 

〒204-0021

東
京
都
清
瀬
市 

元
町
二
―
二
六
―
二
五 

E
-m

ail: 
w

atanabe.yoshinori9@
m

br.nifty.com
 

早
稲
田
大
学
校
友
会 

日
台
稲

門
会 

渡

邉

光

治 

千
葉
県
市
川
市
福
栄
四
‐一
七
‐七 

電
話
０
４
７
（３
９
６
）２
１
９
６ 

華
隆
機
器
工
廠
有
限
公
司 

董
事
長 

廖

朝

欽 

廠
址 

台
中
市
豊
原
市
圓
環
北
路
二
段
三
五
九
號 

電
話
０
４
（５
２
２
）３
８
８
５ 

社
会
福
祉
法
人 

丸
紅
基
金 

事

務

局

長

 

三

村

達 

〒100-8088

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町 

一
丁
目
四
番
二
号 

丸
紅
ビ
ル
十
二
階 

電
話
０
３
（３
２
８
２
）７
５
９
１ 

h
ttp

://m
a

ru
b

e
n

i.o
r.jp

 


